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り
、
そ
の
存
在
の
印
象
は
益
々
薄
く
な
り

ま
す
。
和
本
の
量
と
価
値
は
、
今
や
こ
う

し
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
ど
っ
ぷ
り
と
は

ま
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

和
本
リ
テ
ラ
シ
ー
の
回
復
が
果
た
さ
れ

れ
ば
、
多
分
こ
う
し
た
状
況
は
一
掃
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
ま
た
、

私
ど
も
の
よ
う
な
専
門
を
持
つ
者
に
と
っ

て
は
書
価
の
高
騰
に
直
結
す
る
こ
と
に
な

っ
て
、
何
と
も
痛
し
痒
し
で
は
あ
り
ま
す

が
、
前
回
に
も
述
べ
た
通
り
、
近
代
の
成

熟
が
そ
れ
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
大
し
た
こ
と
で
は

な
い
の
は
勿
論
で
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
こ

れ
迄
余
り
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
和
本
が
巷

に
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
の
幅
が
大

き
く
広
が
る
可
能
性
が
生
じ
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

我
が
国
の
和
本
の
量
の
多
さ
は
、
大
量

で
安
価
な
和
紙
の
生
産
と
、
凡
て
が
手
仕

事
で
、
し
か
も
高
度
な
造
本
の
技
術
（
例

の
ど
の
国
よ
り
も
大
量
で
廉
価
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
無
論
、
高
価
な
場
合
、

一
点
で
一
億
を
超
え
る
も
の
も
、
近
年
で

は
そ
れ
ほ
ど
稀
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
い

先
年
も
芭
蕉
自
筆
の
「
奥
の
細
道
」
が
数

億
と
さ
さ
や
か
れ
て
、
「
億
の
細
道
」
と

取
り
沙
汰
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

高
価
な
も
の
が
持
て
囃
さ
れ
る
の
は
、
何

で
も
鑑
定
団
的
な
人
情
で
し
ょ
う
が
、
実

際
そ
れ
は
一
％
に
も
あ
た
り
ま
せ
ん
。
和

本
の
大
半
は
実
は
廉
過
ぎ
る
の
で
す
。
理

由
は
こ
れ
迄
の
価
値
観
に
応
じ
て
、
最
も

江
戸
的
な
も
の
に
価
値
が
見
出
さ
れ
な
か

っ
た
が
為
に
廉
い
の
で
す
。
つ
ま
り
買
手

が
い
な
い
の
で
す
。
廉
く
て
売
れ
な
け
れ

ば
古
本
屋
さ
ん
も
熱
心
に
な
れ
ま
せ
ん
。

結
果
、
店
頭
で
も
余
り
目
に
触
れ
な
く
な

り
ま
す
。
目
に
す
る
機
会
の
減
少
は
和
本

リ
テ
ラ
シ
ー
の
一
層
の
底
下
を
招
き
ま
す
。

読
め
な
く
な
れ
ば
、
書
物
と
い
う
も
の
は

骨
董
的
価
値
を
除
い
て
一
層
無
価
値
に
な

　

平
成
の
今
日
に
残
る
和
本
は
極
く
少
な

く
、
従
っ
て
極
め
て
高
価
な
も
の
の
よ
う

に
思
は
れ
て
い
る
節
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
あ
る
部
分
正
し
く
、
ま
た
あ
る
部
分
か

な
り
な
誤
解
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
絶
体
量
が
激
減
し
て
い
る
事
は

当
然
で
す
が
、
そ
れ
は
街
中
に
目
に
触
れ

る
も
の
の
こ
と
で
、
図
書
館
や
大
学
等
に

入
っ
た
も
の
は
、
一
応
減
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
賣
物
の
和
本
は
、
私
ど
も
の
学

生
時
代
に
比
べ
れ
ば
確
か
に
減
っ
て
は
い

ま
す
が
、
実
は
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
大
量

に
存
在
し
ま
す
。
そ
の
書
価
に
至
っ
て
は
、

時
々
の
価
値
観
に
応
じ
て
、
高
い
も
の
は

高
く
、
廉
い
も
の
は
信
じ
ら
れ
ぬ
ほ
ど
廉

い
の
で
す
。
例
え
ば
十
七
世
紀
初
頭
（
今

か
ら
四
百
年
前
で
す
）
の
も
の
で
も
、
漢

籍
や
仏
書
や
雑
記
類
の
片
々
た
る
も
の
は
、

千
円
以
内
で
も
買
え
る
場
合
は
多
い
の
で

す
。
と
に
か
く
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀

の
出
版
物
に
関
す
る
限
り
、
恐
ら
く
世
界

え
ば
浮
世
絵
な
ど
に
見
ら
れ
る
色
刷
り
の

技
術
の
精
緻
さ
な
ど
）
が
、
や
は
り
大
変

安
価
に
提
供
さ
れ
続
け
た
こ
と
。
そ
し
て

社
会
の
下
層
に
迄
行
き
渡
っ
た
識
字
率
の

高
さ
等
々
に
よ
る
所
で
し
ょ
う
。
と
に
か

く
文
化
的
な
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
わ
た
っ
て
、

形
而
上
か
ら
形
而
下
の
万
般
が
書
物
化
さ

れ
続
け
ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
姿
に
つ

い
て
は
次
回
に
そ
の
若
干
を
垣
間
見
た
い

と
思
い
ま
す
。
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岡
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さ
よ
う
な
ら

そ
し
て

あ
り
が
と
う

　

福
岡
高
等
学
校
（
旧
制
）
、
九
州
大

学
教
養
部
等
と
し
て
利
用
さ
れ
た
九
大

六
本
松
地
区
は
、
来
年
度
よ
り
伊
都
キ

ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
。
今
回
の
『
九

大
広
報
』
の
企
画
「
さ
よ
う
な
ら　

そ
し
て 

あ
り
が
と
う　

六
本
松
」
は
、

九
○
年
近
く
に
及
ん
だ
六
本
松
キ
ャ
ン

パ
ス
の
歴
史
を
振
り
返
ろ
う
と
す
る
も

の
だ
が
、
第
一
回
目
は
最
初
に
同
地
区

に
置
か
れ
た
旧
制
福
岡
高
等
学
校
（
以

下
、
福
高
）
の
歩
み
を
見
て
み
る
こ
と

に
し
た
い
。
な
お
、
本
文
は
近
刊
予
定

の
『
青
春
群
像 

さ
よ
う
な
ら
六
本
松 

一
九
二
一
福
高

｜

九
大
二
〇
〇
九
』
に

旧
制
福
岡
高
等
学
校

六
本
松
の
歴
史
（
一
）

特
集

九
州
大
学
大
学
文
書
館
教
授

折
田
悦
郎

　

約
九
〇
年
に
わ
た
り
多
く
の
学
生
が
学
ん
だ
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
が
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
移
転
に
よ
り
、
そ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
号
の
九
大
広

報
で
は
、
学
生
、
教
職
員
の
み
な
ら
ず
多
く
の
市
民
の
方
に
愛
さ
れ
た
「
六
本
松
キ
ャ
ン

パ
ス
」
を
特
集
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
号
か
ら
、
「
六
本
松
の
歴
史
」
と
題
し
、
六
本
松
の
歩
み
を
振
り
返
る
シ
リ

ー
ズ
を
お
届
け
し
ま
す
。

旧制福岡高等学校正門、本館　本館は九大分校・教養部の本館としても使われた（～昭和42年７月）。
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所
収
し
た
拙
文
を
、
『
九
大
広
報
』
用

に
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、

初
め
に
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

　

福
高
は
、
九
州
大
学
（
以
下
、
九

大
）
自
体
が
九
州
帝
国
大
学
↓
旧
制
九

大
（
昭
和
二
二
年
）
↓
新
制
九
大
（
同

二
四
年
）
と
大
き
く
変
化
し
た
戦
後
教

育
改
革
の
中
で
、
昭
和
二
四
年
（
一

九
四
九
）
五
月
か
ら
一
〇
ヶ
月
間
だ

け
、
「
九
州
大
学
福
岡
高
等
学
校
」
と

な
り
、
翌
年
三
月
に
は
廃
止
さ
れ
た
学

校
で
あ
る
。
つ
ま
り
当
初
は
九
大
と
は

関
係
の
無
い
学
校
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

施
設
・
人
員
が
引
き
継
が
れ
て
新
制
九

大
の
「
第
一
分
校
」
（
昭
和
二
四
年
）
、

「
九
州
大
学
分
校
」
（
同
三
○
年
）
、

そ
し
て
「
九
州
大
学
教
養
部
」
（
同
三

八
年
）
と
な
り
、
九
大
の
特
に
一
般
教

育
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
行
く
の

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
い
わ
ゆ
る
旧
制
高
校
と

は
、
そ
の
理
念
は
と
も
か
く
、
実
質
的

に
は
帝
国
大
学
（
以
下
、
帝
大
）
へ
の

予
備
教
育
機
関
（
普
通
は
三
年
制
）
で

あ
り
、
旧
制
中
学
と
帝
大
を
結
ぶ
外
国

語
教
育
に
力
を
入
れ
た
受
験
エ
リ
ー
ト

養
成
機
関
で
あ
っ
た
。
入
学
者
は
少
数

の
男
子
に
限
ら
れ
（
昭
和
初
期
を
例
に

す
れ
ば
、
当
時
の
該
当
年
齢
人
口
の
僅

か
一
％
程
度
）
、
帝
大
の
定
員
は
政
策

的
に
高
卒
者
数
に
合
わ
せ
て
設
定
さ
れ

て
い
た
の
で
、
卒
業
者
は
選
り
好
み
を

し
な
け
れ
ば
、
ど
こ
か
の
帝
大
に
は
入

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ

う
な
旧
制
高
校
の
淵
源
は
、
明
治
一
九

年
（
一
八
八
六
）
の
高
等
中
学
校
制
度

に
ま
で
溯
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
年
〜

翌
年
に
か
け
て
、
第
一
（
東
京
）
か
ら

第
五
（
熊
本
）
ま
で
の
高
等
中
学
校
が

設
置
さ
れ
、
明
治
二
七
年
の
高
等
学
校

令
に
よ
り
高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
以
後
、
明
治
後
期
に
第
六

（
岡
山
）
、
第
七
（
鹿
児
島
）
、
第
八

（
名
古
屋
）
の
学
校
が
置
か
れ
（
い
わ

ゆ
る
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
）
、
大
正
中

期
の
新
高
等
学
校
令
に
よ
り
地
名
等
を

冠
し
た
高
校
の
増
設
が
図
ら
れ
た
（
昭

和
初
年
に
は
旧
制
高
校
全
体
で
三
二

校
）
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
学
制
改
革
に
よ
り
廃
止
と
な
り
、
そ

の
多
く
は
新
制
大
学
の
教
養
部
ま
た
は

文
理
学
部
等
の
母
体
と
な
っ
た
。

　

福
高
は
、
こ
の
よ
う
な
学
校
と
し
て

今
か
ら
八
八
年
前
の
大
正
一
〇
年
（
一

九
二
一
）
一
一
月
、
勅
令
第
四
三
二
号

を
も
っ
て
当
時
の
福
岡
市
大
字
鳥
飼
字

大
坪
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同

校
の
設
置
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
熊
本
の

五
高
や
鹿
児
島
の
七
高
等
、
他
県
の
高

校
に
進
学
し
て
い
た
福
岡
県
中
学
出
身

者
は
、
以
後
必
ず
し
も
地
元
を
離
れ
る

必
要
は
な
く
な
っ
た
。
福
高
の
設
置
に

あ
た
っ
て
は
、
福
岡
県
会
が
創
立
費
四

二
万
五
千
円
の
寄
付
を
行
っ
て
い
る
が
、

当
時
の
福
岡
県
は
中
学
校
数
一
九
、
生

徒
数
約
一
万
一
千
六
百
と
、
学
校
・
生

徒
数
と
も
に
東
京
府
に
次
ぐ
規
模
を
持

っ
た
教
育
県
で
あ
り
、
ま
た
既
に
九
州

帝
大
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て

（
明
治
四
四
年
）
、
官
立
高
校
の
設
置

は
む
し
ろ
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
っ
た
。

　

大
正
一
一
年
四
月
、
第
一
回
の
入
学

試
験
お
よ
び
入
学
式
が
行
わ
れ
た
が
、

志
願
者
は
文
科
定
員
一
二
〇
名
に
対
し

五
九
六
名
、
理
科
定
員
八
〇
名
に
対
し

四
三
九
名
、
平
均
競
争
率
五
・
二
倍
と

い
う
難
関
で
あ
る
。
入
学
者
は
履
修
す

東中洲を歩く福高生　昭和４年頃。

寮食堂風景　昭和６年。旧制高校における「寮」は、最も基本的な教育、
生活の場所であった。
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六
本
松

さ
よ
う
な
ら

そ
し
て

あ
り
が
と
う

の
こ
と
、
従
来
の
高
等
学
校
に
見
ら
れ

た
生
徒
の
自
治
・
自
由
に
つ
い
て
も
か

な
り
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
だ
。
大
正
一

四
年
三
月
、
第
一
回
の
卒
業
式
が
行
わ

れ
、
一
五
四
名
が
卒
業
し
た
が
、
勉
学

を
旨
と
す
る
秋
吉
校
長
の
方
針
も
あ
っ

て
、
初
年
度
の
進
学
状
況
は
好
調
で
あ

っ
た
。
九
州
帝
大
の
七
二
名
を
始
め
と

し
て
、
東
京
四
八
名
、
京
都
三
〇
名
、

合
計
一
五
〇
名
の
帝
大
合
格
者
を
出
し
、

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
帝
大
入

学
率
全
国
一
に
な
っ
て
い
る
。

　

以
後
、
福
高
は
戦
中
期
の
繰
上
げ
卒

業
・
修
業
年
限
短
縮
（
例
え
ば
、
昭
和

一
八
年
入
学
の
生
徒
は
一
年
短
縮
の
二

年
間
で
卒
業
）
、
学

徒
出
陣
、
「
南
方
特

別
留
学
生
」
の
受
け

入
れ
等
、
多
く
の
困

難
を
乗
り
越
え
、
昭

和
二
五
年
の
廃
校
ま

で
に
、
五
〇
七
七
名

の
卒
業
・
修
了
者
を

世
に
送
り
出
し
た
。

う
ち
九
大
進
学
二
六

五
〇
余
名
（
五
二

％
）
、
東
大
一
三
四

〇
余
名
（
二
六
％
）
、

京
大
五
九
〇
余
名

（
一
二
％
）
、
そ
の

他
四
七
〇
余
名
（
一

〇
％
）
で
あ
る
。

　

な
お
、
旧
制
高
校

に
付
き
も
の
の
寮
は
、

名
前
を
論
語
か
ら
採

っ
た
「
学
而
寮
」
が
、

現
在
の
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
場
所
に
建
っ
て
い
た
（
二
階
建
六

棟
）
。
こ
の
寮
は
昭
和
二
八
年
（
一
九

五
三
）
か
ら
順
次
、
新
制
九
大
の
田
島

寮
に
移
さ
れ
、
昭
和
三
三
年
に
は
移
築

が
完
了
し
て
い
る
。

　

る
第
一
外
国
語
に
よ
り
、
文
科
甲
類

（
英
語
）
、
同
乙
類
（
独
語
）
、
同
丙

類
（
仏
語
）
、
理
科
甲
類
（
英
語
）
、

同
乙
類
（
独
語
）
の
五
ク
ラ
ス
に
分
け

ら
れ
た
。
合
格
者
は
修
猷
館
以
下
、
福

岡
、
小
倉
、
嘉
穂
、
明
善
と
、
上
位
五

校
を
福
岡
県
立
の
中
学
校
（
現
新
制
高

校
）
が
独
占
し
、
全
体
で
も
七
割
近
く

が
同
県
中
学
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
合

格
者
を
福
岡
県
出
身
者
が
多
く
占
め
る

と
い
う
傾
向
は
、
基
本
的
に
は
福
高
廃

止
ま
で
変
わ
り
が
な
い
。

　

初
代
校
長
は
秋
吉
音
治
。
日
本
主
義

を
信
奉
し
、
「
思
想
問
題
」
に
は
勿
論

運動部　昭和８年頃。運動部活動は活発であった。

野外ストーム　昭和15年頃。「あゝ玄海」は福高を代表す
る応援歌。

全景（機上撮影）　昭和
６年頃。写真中央が旧制
福岡高等学校。左上に昭
和４年完成の大濠公園が
見える。
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し
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
経
済
の
高

度
成
長
と
大
学
の
大
衆
化
が
進
み
、
学
生

や
教
員
を
含
め
て
、
人
々
が
目
前
の
目
的

や
成
果
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
教
養
と
い
っ

た
ま
ど
ろ
っ
こ
し
い
も
の
や
、
教
養
課
程

と
い
っ
た
中
間
過
程
は
軽
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
教
養
部

の
教
育
研
究
環
境
の
改
善
が
放
置
さ
れ
て

き
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
に

あ
っ
て
も
教
養
部
の
先
生
方
は
、
教
育
改

善
を
検
討
し
、
そ
の
実
施
に
真
剣
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
複
雑
化
し
、

変
動
が
激
し
く
、
人
類
的
課
題
が
山
積
し

て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
教
養
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
考
え
が
一
貫
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
九
州
大
学
の
教
養
教
育
を
安

定
的
か
つ
充
実
さ
せ
な
が
ら
実
施
し
て
い

く
た
め
に
は
、
全
学
の
教
養
教
育
を
引
き

続
き
担
当
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の
学
生

を
持
っ
た
「
教
養
学
部
」
を
創
設
す
る
こ

と
が
宿
願
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た

宿
願
は
実
ら
な
い
ま
ま
に
教
養
部
は
廃
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

教
養
部
の
廃
止
は
教
養
教
育
を
軽
視
す

る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
教
養

部
廃
止
を
折
衝
し
た
相
手
方
で
あ
る
当
時

の
文
部
省
担
当
官
か
ら
も
「
九
大
が
教
養

教
育
を
軽
視
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
教
養
部
廃
止
に
荷
担
し
ま
せ
ん
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の

後
、
「
二
十
一
世
紀
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い

う
形
で
結
実
し
た
新
し
い
教
育
組
織
を
含

む
九
州
大
学
改
革
大
綱
案
の
原
案
を
文
部

省
に
示
し
た
と
き
、
学
部
学
科
に
分
か
れ

な
い
全
学
を
一
学
部
と
す
る
学
部
教
育
を

逆
提
案
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
は
「
大
学
院
で
専
門
教
育
を
、
学
部
教

育
で
は
教
養
教
育
と
専
門
基
礎
教
育
を
」

と
い
う
考
え
方
に
沿
っ
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
教
養
部
廃
止
は
必
至
の
流
れ
の
な

か
で
、
九
州
大
学
は
、
全
学
教
育
を
全
学

の
協
力
の
も
と
で
実
施
す
る
と
い
う
方
針

で
廃
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

旧
制
福
岡
高
等
学
校
の
創
設
か
ら
今
日

ま
で
の
八
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
、
「
学

生
と
教
育
」
を
柱
と
し
て
機
能
し
て
き
た

器
「
六
本
松
」
が
無
く
な
る
に
当
た
っ
て
、

大
学
の
最
も
重
要
な
機
能
で
あ
る
学
生
間

の
交
流
及
び
教
養
教
育
が
新
し
い
器
に
お

い
て
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

九
大
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
人
生
の

最
も
貴
重
な
時
期
を
過
ご
し
た
六
本
松
を

特
別
な
感
慨
を
も
っ
て
思
い
出
す
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
か
に
は
苦
い
思
い

出
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
六
十
年
安
保

で
社
会
と
大
学
が
高
揚
し
て
い
た
時
期
に

私
は
学
生
と
し
て
六
本
松
で
過
ご
し
ま
し

た
。
お
腹
を
空
か
せ
な
が
ら
夜
を
徹
し
て

友
人
た
ち
と
真
剣
に
議
論
し
た
こ
と
を
思

い
だ
し
ま
す
。
今
か
ら
考
え
る
と
恥
ず
か

し
く
な
る
よ
う
な
議
論
も
し
ま
し
た
。
知

ら
な
い
こ
と
は
恥
だ
と
い
う
思
い
だ
け
で
、

理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
難
し
い
本
を
無
理

し
て
読
み
続
け
ま
し
た
。
理
学
部
に
入
学

し
ま
し
た
の
で
、
物
理
学
、
化
学
、
生
物

学
、
地
学
の
す
べ
て
の
実
験
と
製
図
を
履

修
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
専
門
を
数
学
と

し
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
に

つ
い
て
何
か
の
役
立
っ
た
と
言
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
に
少
し
だ
け
で

も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
幸
せ
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
哲
学
と
西
洋
史
の
講

義
が
特
に
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

木
造
校
舎
の
、
そ
れ
も
科
目
ご
と
に
特
徴

あ
る
教
室
の
姿
は
、
学
ん
だ
こ
と
の
内
容

と
関
わ
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
は
無
関

係
に
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

六
十
年
代
末
の
大
学
紛
争
が
高
揚
し
た

時
期
に
、
今
度
は
教
え
る
側
の
立
場
で
六

本
松
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
「
六
本
松
」

も
緊
迫
し
た
日
々
が
続
き
ま
し
た
が
、
多

く
の
先
生
方
が
、
真
摯
に
学
生
に
対
応
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
ま
た
、
若
者
ら
し
く
真
面
目
に
対

応
し
た
学
生
の
姿
が
今
で
も
思
い
浮
か
び

ま
す
。
そ
う
し
た
混
乱
の
中
で
の
先
生
方

と
の
専
門
を
越
え
た
交
流
は
今
思
い
返
し

て
も
得
難
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

八
十
年
代
に
入
る
と
教
養
部
の
あ
り
方

が
改
め
て
問
題
と
な
っ
て
浮
上
し
て
き
ま

「
六
本
松
」
八
十
八
年

九
州
大
学
名
誉
教
授 

押
川
元
重

六
本
松
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

略
歴

学
生
部
長
、
教
養
部
長
を
経
て
平
成
十
五
年

退
職
。
現
在
、
放
送
大
学
特
任
教
授
、
福
岡

学
習
セ
ン
タ
ー
所
長



Kyushu University Campus Magazine 7

特
集

六
本
松

さ
よ
う
な
ら

そ
し
て

あ
り
が
と
う

え
て
、
歌
手
の
河
島
英
五
さ
ん
を
招
い
て

盛
り
上
が
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
樋
井
川

に
飛
び
込
ん
だ
寮
友
も
い
た
。

　

昨
年
夏
、
最
後
の
田
島
寮
祭
に
は
全
国

か
ら
仲
間
が
集
ま
り
、
熱
い
思
い
を
共
有

し
た
。
今
年
、
三
月
に
は
閉
寮
式
典
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
も
う
一
度
、
み
ん
な
で

寮
歌
を
歌
い
、
静
か
に
田
島
寮
の
最
後
を

見
守
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
田
島
寮
の

歴
史
は
幕
を
閉
じ
て
も
、
我
々
の
心
の
中

に
は
田
島
寮
の
精
神
は
ず
っ
と
生
き
続
け

て
い
く
こ
と
と
思
う
。

　

私
が
入
学
し
た
一
九
八
〇
年
頃
の
六
本

松
キ
ャ
ン
パ
ス
や
田
島
寮
は
、
と
て
も
よ

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
大
学
は
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
で
自
由
な
気
風
が
あ
り
、
自

分
に
あ
っ
た
学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
た
。
当
時
の
田
島
寮
に
は
本
音
で
つ
き

あ
え
る
多
く
の
友
と
、
先
輩
方
が
残
さ
れ

た
寮
自
治
会
と
い
う
完
成
さ
れ
た
組
織
が

あ
っ
た
。
寮
祭
な
ど
の
行
事
の
企
画
運
営

や
会
計
管
理
、
日
々
の
生
活
管
理
ま
で
の

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
自
ら
の
手
で
行
っ
て

い
た
。
私
は
こ
の
田
島
寮
で
寮
長
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
き
ち
ん
と
し

た
理
想
を
持
ち
、
民
主
的
な
手
続
き
を
経

た
上
で
、
そ
の
理
想
に
近
づ
く
努
力
を
続

け
て
い
け
ば
、
人
は
協
力
し
て
く
れ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
多
く
の
寮
友
と
も
本
気
で

つ
き
あ
っ
た
。
寮
自
治
の
難
し
い
問
題
や

日
々
の
悩
み
、
自
分
が
生
き
る
目
的
に
つ

い
て
ま
で
、
夜
通
し
語
り
合
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
時
に
は
激
論
も
し
た
が
、
寮
祭

で
は
一
つ
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
二

十
五
回
の
記
念
寮
祭
で
は
、
樽
神
輿
に
加

田
島
寮
の
精
神

高
橋
義
人

私
の
原
点

九
州
大
学
学
生
寮
同
窓
会
会
長 

﹇
一
九
八
〇
年 

理
学
部
入
学
﹈

第２５回九州大学田島寮祭（別府橋付近）

　

十
一
月
二
十
二
日
開
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
も
展
示
し
、
ご
来
場
の
多
く
の
方
に

ご
覧
い
た
だ
い
た
吉
川
幸
作
さ
ん
の
風
景
画
作
品
集
が
こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
集
に
は
、
吉
川
さ
ん
が
長
い
年
月
を
か
け
て
描
い
た
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
や
、
六

本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
の
墨
彩
画
が
約
六
十
点
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
川
さ
ん
か
ら
は
刊
行
に
あ
た
り
、
「
こ
の
度
、
数
々
の
歴
史
と
学
問
の
業
績
を
宿
し
な

が
ら
消
え
ゆ
く
運
命
に
あ
る
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
や
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
、
九
大
医
学
部
の
建

物
や
風
景
を
一
冊
の
画
集
に
ま
と
め
て
出
版
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
九
州
大
学
で
学
び

青
春
を
過
ご
さ
れ
た
卒
業
生
の
皆
様
の
追
憶
の
ひ
も
と
き
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問い合わせ先：出版事務局
TEL 092-674-1233　FAX 092-674-1235

九州大学風景画
作品集が刊行
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本
年
度
の
テ
ー
マ
〝Final Pleasure 

六
本
松
〞
。Pleasure

と
い
う
言
葉
に
は
、

「
喜
び
・
楽
し
さ
・
満
足
」
と
い
っ
た
意

味
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、

本
年
度
の
九
大
祭
を
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス

と
の
別
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
活
気
の
あ
る

も
の
に
し
た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
規
模
が
大
き
く
キ
ャ
ン
パ
ス

も
分
散
し
て
い
る
九
大
で
、
こ
れ
だ
け
の

人
が
集
ま
っ
て
行
う
イ
ベ
ン
ト
は
他
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　

実
行
委
員
の
深
川
拓
朗
さ
ん
（
工
学
部

三
年
）
は
「
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
が
な
く

な
る
こ
と
は
非
常
に
さ
み
し
い
で
す
。
交

通
の
便
も
よ
く
、
定
食
屋
も
多
く
学
生
の

街
と
い
う
感
じ
で
親
し
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
六
本
松
最
後
の
学
園
祭
と
な
る
の

で
す
が
、
お
客
さ
ん
・
地
域
の
人
々
・
学

生
関
係
な
く
、
九
大
祭
を
陰
で
支
え
て
い

る
人
々
を
見
て
ほ
し
い
で
す
。
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
模
擬
店
の
数
は
な
ん
と
約
百
四

十
店
。
教
室
展
示
も
三
十
カ
所
も
あ
り
、

各
サ
ー
ク
ル
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
模
擬
店

や
展
示
で
は
、
学
生
教
職
員
の
み
な
ら
ず

毎
年
九
大
祭
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
多
く

の
市
民
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

秋
の
六
本
松
の
風
物
詩
と
し
て
長
年
愛

さ
れ
た
九
大
祭
の
開
催
が
今
年
で
最
後
と

な
る
こ
と
か
ら
、
会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん

か
ら
は
九
大
祭
を
楽
し
む
多
く
の
笑
顔
が

見
ら
れ
た
一
方
、
六
本
松
が
移
転
す
る
こ

と
に
つ
い
て
寂
し
い
と
の
声
も
数
多
く
聞

こ
え
ま
し
た
。

九
大
祭
２
０
０
８Fin

a
l P
le
a
su
re
 

六
本
松

　

毎
年
多
く
の
人
で
賑
わ
う
「
九
大
祭
」
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
〝Final Pleasure 

六
本
松
〞
そ
ん
なPleasure

に
溢
れ
た
六
本
松
で
の
最
後
の
開
催
と
な
る
九
大
祭
を

取
材
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
で
六
十
一
回
目
と
な
る
九
大
祭
。
九
大
祭
の
特
徴
の
一
つ
は
グ
ラ
ン
ド
に
所
狭
し

と
集
ま
る
模
擬
店
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
の
学
生
が
オ
ー
プ
ン
す
る
模
擬
店
や
教
室
展
示
の
一
部
に
お
邪

魔
し
ま
し
た
。

ECOA

九大祭のゴミの分別・回収に取
り組んでいます。禁酒とあって
か、例年に比べ瓶が少ないのと、
酔っぱらいもいないのでコミュ
ニケーションが取りやすいです
ね。

Final Pleasure 六本松

RICK

日本の子どもたちに世界のこと
をもっと知ってもらおうと、マ
ダガスカルの遊びなどを教え、
コミュニケーションの大切さを
伝える活動をしています。

硬式野球部

硬式野球部の１年生です。九大
祭は、思っていたより露店も多
くて大規模ですね。ラオスは禁
酒なんて関係なく盛り上がって
いますよ。

FORCELESS

男女混合のフットサルチームで
す。校舎の紅葉はきれいだし、
歴史を感じる建物ばかりなので、
六本松が移転してしまうのは、
大変名残惜しいです。

コールアカデミー

禁酒でもパイ投げで九大祭を盛
り上げていきます。合唱団の活
動については、定期演奏会も
やっていますので、是非ご来場
ください。

鉄道研究会

鉄道やバスが大好きな部員の集
まりです。今日は鉄道模型を公
開しています。六本松がなくな
るのは、一抹の寂しさがありま
す。

夜のグランド一面に広がる模擬店群。この風景も今回で最後。
（写真提供：九大祭実行委員会）

実行委員の深川さん
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十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
晴
天
の
秋
空
の

下
、
今
年
で
三
回
目
の
開
催
と
な
る
「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
０
８
」
が
六
本
松
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
九

大
祭
の
期
間
で
も
あ
り
、
六
本
松
キ
ャ
ン
パ

ス
は
多
く
の
学
生
や
市
民
の
皆
さ
ん
で
賑
わ

い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
六
本
松
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
最
後
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
開

催
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
多

い
同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
会
場
で
は
一
日
限
り
の
懐
か
し
の

学
食
メ
ニ
ュ
ー
が
復
活
し
、
皆
さ
ん
の
人
気

を
集
め
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
「
ト
ン
カ
チ

ー
フ
」
や
今
も
学
生
に
人
気
の
「
ジ
ロ
ー
風

ス
パ
ゲ
テ
ィ
」
な
ど
五
種
類
。
懐
か
し
い
味

に
当
時
の
思
い
出
が
蘇
り
、
会
場
で
多
く
の

思
い
出
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
別
会
場

で
は
、
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
と
し

た
懐
か
し
の
写
真
展
や
吉
川
幸
作
氏
に
よ
る

墨
彩
画
展
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら

は
、
大
学
文
書
館
折
田
教
授
に
よ
る
講
演
会

「
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
の
歴
史
」
も
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
同
窓
生

・
現
役
の
新
旧
九
大
生
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン

ク
ラ
ブ
の
演
奏
や
応
援
団
か
ら
卒
業
生
へ
の

エ
ー
ル
も
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
会
は
参
加
者
全
員
に
よ
る
学
生
歌

「
松
原
に
」
の
合
唱
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
が
、

参
加
さ
れ
た
同
窓
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
移

転
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
懐
か
し
む
声
と
と
も

に
、
活
気
溢
れ
る
現
役
の
学
生
に
対
し
、
多

く
の
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
当
日
の

午
前
中
に
は
、
伊

都
キ
ャ
ン
パ
ス
の

見
学
ツ
ア
ー
が
開

催
さ
れ
、
参
加
者

は
、
過
去
か
ら
未

来
へ
と
続
く
、
九

州
大
学
の
現
在
を

体
験
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
０
８

さ
よ
う
な
ら 

そ
し
て 

あ
り
が
と
う 

六
本
松

　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
２
０
０
８
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
六
本
松
で
の
最
後
の
開
催
と
な
り
、
多
く
の
同
窓
生
の
皆
さ
ん

が
集
ま
っ
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
模
様
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

歓
迎
会
で
は
、
有
川
総
長
の
挨
拶
、
来
賓

代
表
の
梶
山
前
総
長
の
挨
拶
、
在
校
生
代
表

の
水
本
聡
さ
ん
（
工
学
部
三
年
・
第
六
十
一

回
九
大
祭
実
行
委
員
会
実
行
委
員
長
）
の
挨

拶
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
、
小
田
胃
腸
科
院

長
の
小
田
徹
也
様
（
昭
和
二
十
年
医
学
部
卒
）

の
乾
杯
の
発
声
で
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

懇
親
会
に
参
加
さ
れ
た
東
映
株
式
会
社
相

談
役
の
髙
岩
淡
さ
ん
（
昭
和
二
十
九
年
経
済

学
部
卒
）
は
「
六
本
松
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
焚
き
火
を
し
た
り
、
破
天
荒
の
学
生
時
代

を
送
り
ま
し
た
、
当
時
の
大
学
は
放
任
主
義

で
し
た
が
、
皆
で
助
け
合
い
、
家
族
み
た
い

に
付
き
合
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
人
生
で

最
も
楽
し
い
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
。
」
と
、

ま
た
、
小
田
徹
也
さ
ん
は
「
六
本
松
で
は
よ

く
寮
に
遊
び
に
行
き
、
仲
間
と
い
ろ
ん
な
こ

と
語
り
合
っ
た
も
の
で
す
。
当
時
の
学
生
は
、

互
い
に
相
手
の
心
の
中
ま
で
入
り
込
み
、
助

け
合
っ
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
」
と
い
っ

た
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
空
の
下
、
多
く
の
同
窓
生
が
集
ま
る

懐
か
し
の
メ
ニ
ュ
ー
、
思
い
出
の
写
真
展
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

集

六
本
松

さ
よ
う
な
ら

そ
し
て

あ
り
が
と
う
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会員と和やかに懇談される有川総長

平
成
二
十
年
あ
り
あ
け
九
大
会
講
演
会
を
開
催

　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
一
日
（
金
）
、
筑
後
地
区
九
大
同
窓
会
が

久
留
米
市
・
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は

会
員
七
十
八
名
、
来
賓
と
し
て
大
学
本
部
か
ら
有
川
総
長
、
渡
邊
総
務

部
長
、
あ
り
あ
け
九
大
会
か
ら
泉
会
長
、
鬼
塚
事
務
局
代
表
幹
事
に
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

野
田
会
長
（
昭
和
二
十
五
年
経
済
卒
）
が
大
学
当
局
の
ご
支
援
と
会

員
各
位
の
ご
協
力
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
筑
後
地
区
九
大
同
窓

会
が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

あ
り
あ
け
九
大
会
の
泉
会
長
か
ら
は
活
動
に
つ
い
て
の
ご
報
告
と
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
有
川
総
長
よ
り
大
学
の
改
革
の
状
況
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

の
移
転
の
状
況
、
百
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
力
依
頼
、
厳
し
い
大
学
運

営
の
ご
苦
労
な
ど
の
ご
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
泉
信
也
参
議
院
議
員

（
昭
和
三
十
七
年
工
卒
）
か
ら
は
、
九
州
大
学
の
発
展
と
皆
様
の
更
な

る
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
と
の
祝
電
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

筑
後
地
区
九
大
同
窓
会
で
は
元
久
留
米
市
長
の
谷
口
久
さ
ん
（
前
会

長
、
昭
和
十
六
年
法
文
卒
）
の
ほ
か
現
職
の
み
や
ま
市
長
の
西
原
親
さ

ん
（
昭
和
三
十
六
年
経
済
卒
）
、
久
留
米
市
長
の
江
藤
守
國
さ
ん
（
昭

和
三
十
九
年
経
済
卒
）
、
大
川
市
長
の
植
木
光
治
さ
ん
（
昭
和
四
十
八

年
農
卒
）
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
テ
ー
ジ
の

上
か
ら
抱
負
や
市
が
抱
え
る
問
題
点
な
ど
を
率
直
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
賑
や
か
な
交
流
が
行
わ
れ
、
時
が
経
つ
の
を
忘

れ
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
前
会
長
の
谷
口
久
さ
ん
に
よ
る
万
歳
三
唱
の
ご

発
声
に
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
無
事
閉
会
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
来

年
度
は
さ
ら
に
発
展
す
る
よ
う
幹
事
一
同
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

筑
後
地
区
九
大
同
窓
会
副
会
長

福
田
洋
一
（
昭
和
三
十
三
年
経
済
学
部
卒
）

平
成
二
十
年
度
筑
後
地
区
九
大
同
窓
会
を
開
催

　

平
成
二
十
年
十
一
月
八
日
（
土
）
午
後
六
時
、
あ
り
あ
け
九
大
会
（
泉
博
士

会
長
）
の
講
演
会
が
、
総
会
に
続
い
て
開
か
れ
ま
し
た
。
会
員
一
同
、
三
池
炭

鉱
の
育
て
の
親
と
い
わ
れ
、
三
池
港
の
築
港
に
貢
献
し
た
團
琢
磨
と
、
大
牟
田

の
近
代
化
遺
産
へ
の
思
い
を
深
め
ま
し
た
。

　

本
会
は
、
大
牟
田
・
荒
尾
を
中
心
に
、
平
成
九
年
九
月
、
学
部
の
垣
根
を
越

え
た
地
域
同
窓
会
の
草
分
け
的
存
在
と
し
て
設
立
さ
れ
、
今
回
は
十
二
回
目
の

開
催
、
大
学
本
部
か
ら
落
合
副
学
長
、
市
山
社
会
連
携
課
長
の
出
席
を
い
た
だ

き
、
大
学
の
現
状
と
目
前
に
せ
ま
っ
た
百
周
年
記
念

事
業
の
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
山
田
元
樹
氏
（
大
牟
田
市
民
協
働
推
進

室
長
、
昭
和
六
十
年
文
卒
）
に
よ
る
国
指
定
重
要
文

化
財
史
跡
の
宮
原
坑
と
万
田
坑
を
含
む
「
九
州
山
口

の
近
代
化
遺
産
群
‐
非
西
洋
化
世
界
に
お
け
る
近
代

化
の
先
駆
」
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
期
待
や
地
元
の

街
並
み
に
触
れ
、
團
の
業
績
や
自
己
の
独
自
調
査
で

分
か
っ
た
旧
居
な
ど
三
池
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
、
人
柄

も
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
聞
き
つ
つ
、
大
学
と
会
員
の
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
あ
り
あ
け
九
大
会
は
、
総
会
後
の
講

演
が
恒
例
の
「
目
だ
ま
」
で
、
杉
岡
九
大
元
総
長
、

稗
田
元
福
岡
県
副
知
事
、
櫻
井
元
労
働
女
性
局
長

（
今
年
最
高
裁
判
事
）
、
梶
山
九
大
前
総
長
、
森
山

福
岡
県
教
育
長
、
海
老
井
福
岡
県
副
知
事
と
毎
年
の

講
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
来
年
は
是
非
、
有

川
新
総
長
に
お
願
い
し
た
い
と
熱
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

あ
り
あ
け
九
大
会　

事
務
局
代
表
幹
事

鬼
塚
賢
慈
（
昭
和
四
十
四
年
法
学
部
卒
）

平成20年度　筑後地区九州大学同窓会

同
窓
会
の
話
題



最
高
裁
判
所
判
事

　

平
成
二
十
年
九
月
十
一
日
、
本
学
法
学
部
卒
業
の
櫻
井
龍
子
さ
ん
が
、
最
高
裁
判
所
判
事
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
十
五
人
の
最
高
裁
判
所
判
事
の
中
で
唯
一
の
女
性
、
初
の
戦
後
生
ま
れ
の
判
事

で
す
。
櫻
井
さ
ん
は
、
本
学
を
卒
業
後
、
労
働
省
（
現
厚
生
労
働
省
）
や
内
閣
府
な
ど
、
数
々
の

行
政
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
、
平
成
十
六
年
か
ら
は
、
本
学
の
経
営
協
議
会
委
員
も
お
務
め
い
た
だ

き
ま
し
た
。
偉
大
な
先
輩
に
、
現
役
法
学
部
学
生
の
中
馬
祥
子
さ
ん
が
、
学
生
時
代
の
思
い
出
も

含
め
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

櫻
井

龍
子

さ
く
ら
い

り
ゅ
う
こ

昭
和
二
十
二
年

昭
和
四
十
年

昭
和
四
十
四
年

昭
和
四
十
五
年

櫻
井
龍
子
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

福
岡
県
大
牟
田
市
で
出
生

県
立
大
牟
田
北
高
等
学
校
卒
業

九
州
大
学
法
学
部
卒
業

労
働
省
入
省
、
婦
人
局
婦
人
福
祉
課
長
、
勤
労
者
福
祉

部
企
画
課
長
、
大
阪
府
生
活
文
化
部
長
、
労
働
省
勤
労

者
福
祉
部
長
、
官
房
審
議
官
な
ど
を
経
て
、
平
成
十
年

労
働
省
女
性
局
長
に
就
任
、
平
成
十
三
年
退
官

そ
の
後
、
内
閣
府
情
報
公
開
審
査
会
委
員
（
平
成
十
三

〜
十
六
年
）
、
九
州
大
学
経
営
協
議
会
委
員
（
平
成
十

六
年
か
ら
）
、
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
招
へ
い

教
授
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
公
共
経
営
研
究
科
講
師
、

九
州
大
学
法
学
部
客
員
教
授
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
二

十
年
九
月
に
最
高
裁
判
所
判
事
に
就
任
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学
園
紛
争
の
中
で
過
ご
し
た

学
生
時
代

―　

学
生
時
代
の
こ
と
か
ら
お
伺
い
し

ま
す
。
一
、
二
年
生
の
頃
は
マ
ン
ド
リ

ン
に
熱
中
さ
れ
、
そ
の
後
は
司
法
試
験

に
向
け
て
猛
勉
強
さ
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

櫻
井　

そ
う
で
す
ね
。
大
学
に
入
っ
た

ら
何
か
音
楽
が
や
り
た
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

に
入
部
し
ま
し
た
。
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ

ブ
に
は
、
い
ろ
ん
な
学
部
の
部
員
が
い

て
、
全
学
の
方
と
幅
広
い
お
付
き
合
い

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
楽
し
く
て
、

二
年
生
ま
で
は
授
業
よ
り
マ
ン
ド
リ
ン

を
弾
い
て
い
る
時
間
の
方
が
長
か
っ
た

く
ら
い
で
す
。
で
も
さ
す
が
に
三
年
生

に
な
る
と
、
大
学
は
学
問
の
府
で
あ
る

こ
と
に
ハ
タ
と
気
付
き
ま
し
た
（
笑
）
。

そ
こ
で
、
具
体
的
な
目
標
が
あ
っ
た
方

が
励
み
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

司
法
試
験
に
向
け
た
勉
強
を
始
め
た
と

い
う
わ
け
で
す
。
当
時
は
学
園
紛
争
が

激
し
か
っ
た
頃
で
、
授
業
そ
の
も
の
が

中
止
に
な
る
こ
と
も
多
く
て
、
よ
く
図

書
館
に
通
っ
て
仲
間
と
一
緒
に
勉
強
し

て
い
ま
し
た
。

―　

米
軍
の
フ
ァ
ン
ト
ム
が
墜
落
し
た

の
も
こ
の
頃
で
す
ね
。

櫻
井　

そ
う
で
す
。
建
設
中

の
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に

墜
落
し
た
の
が
夜
中
で
し
た

の
で
、
翌
朝
現
場
に
行
っ
て

み
る
と
、
セ
ン
タ
ー
の
端
に

フ
ァ
ン
ト
ム
が
ポ
ン
と
引
っ

か
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
も

し
も
授
業
を
受
け
て
い
る
最

中
だ
っ
た
ら
と
ん
で
も
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
。

そ
れ
か
ら
、
当
時
の
板
付
基

地
ま
で
自
然
発
生
的
に
基
地

反
対
の
デ
モ
が
で
き
ま
し
て
、

私
も
初
め
て
デ
モ
と
い
う
も

の
に
参
加
し
ま
し
た
。
九
大

を
出
発
し
て
当
時
の
板
付
基

地
の
北
の
端
ま
で
だ
っ
た
か

な
。
そ
こ
に
皆
で
座
り
込
ん

で
、
米
軍
機
め
が
け
て
「
は

ん
た
ー
い
！
」
と
叫
ん
だ
わ

け
で
す
。
当
時
は
デ
モ
と
か
学
生
集
会

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
本
当
に
日
常

の
風
景
で
し
た
。
今
と
は
全
然
違
い
ま

す
よ
ね
。
そ
れ
だ
け
社
会
が
変
わ
っ
た

若
い
頃
に
勉
強
し
た
こ
と
は
将
来
ど
こ
か
で
必
ず
役
に
立
つ

1965年（Ｓ40年）７月　太平村青年訓練所でのマンドリンク
ラブ合宿（中央が櫻井さん）

1967年（Ｓ42年）初夏　工学部本館を
バックにした櫻井さん

1969年（Ｓ44年）１月　三畏閣での民法原島ゼミのコンパ（前列左から三人めが櫻井さん）

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

―　

ご
卒
業
後
は
行
政
官
と
し
て
の
道

を
歩
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

司
法
試
験
へ
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
お
考

え
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

櫻
井　

残
念
な
が
ら
司
法
試
験
に
合
格

と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
が
何
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で
も
法
曹
界
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
何
か
社
会
の
役
に
立
つ
仕
事
が

し
た
い
」
と
い
う
思
い
は
強
か
っ
た
の

で
、
公
務
員
試
験
に
合
格
し
、
労
働
省

に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

入
省
し
た
時
点
で
、
も
う
気
持
ち
は
切

り
替
わ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
に
し

て
も
、
後
に
な
っ
て
司
法
界
の
仕
事
に

携
わ
る
こ
と
と
な
る
と
は
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
学
生
時
代
の
勉
強
が

今
に
な
っ
て
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の

は
大
変
有
り
難
い
こ
と
で
す
。
人
間
、

若
い
頃
に
勉
強
し
た
こ
と
は
将
来
ど
こ

か
で
必
ず
役
に
立
つ
も
の
で
す
ね
。
今

回
の
私
の
よ
う
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
と
い

う
ケ
ー
ス
は
珍
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
誰
し
も
気
付
か
な
い
う
ち
に
ど
こ

か
で
役
に
立
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
思
う

の
で
す
。

―　

入
省
さ
れ
た
頃
は
、
今
の
よ
う
な

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
」
や
「
男
女
共

同
参
画
」
と
は
程
遠
い
時
代
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

櫻
井　

私
が
入
省
し
た
の
が
一
九
七
〇

年
で
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行

が
一
九
八
六
年
で
す
。
入
省
当
時
、
欧

米
で
は
ウ
ー
マ
ン
リ
ブ
運
動
が
盛
り
上

が
っ
て
い
て
も
、
日
本
は
ま
だ
そ
う
い

う
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私

が
入
省
し
て
最
初
に
や
っ
た
こ
と
は
お

茶
汲
み
で
ご
ざ
い
ま
す
（
笑
）
。
三
十

人
か
四
十
人
く
ら
い
の
部
署
で
、
そ
れ

ま
で
女
性
が
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
私
も
そ
れ
ほ
ど
お
茶
汲
み

に
は
抵
抗
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
よ
り
も
苦
し
か
っ
た
の
は
、
将
来
自

分
が
ど
ん
な
ポ
ス
ト
に
就
け
る
の
か
が

見
え
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
男
性
と
同

じ
階
段
を
登
っ
て
い
け
る
と
い
う
保
証

が
な
い
時
代
で
し
た
。
先
輩
で
あ
る
森

山
眞
弓
さ
ん
、
赤
松
良
子
さ
ん
、
高
橋

久
子
さ
ん
ら
と
よ
く
お
昼
を
ご
一
緒
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
が
、
そ
の

時
に
「
女
性
は
男
性
の
二
倍
、
三
倍
仕

事
を
し
な
い
と
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
よ
」

と
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
う
い
う
時

代
だ
っ
た
の
で
す
。
今
と
比
べ
る
と
隔

世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

目
の
前
の
仕
事
に
真
っ
直
ぐ
に

取
り
組
ん
だ
労
働
省
時
代

―　

労
働
省
で
の
お
仕
事
で
最
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

櫻
井　

や
は
り
育
児
休
業
法
と
い
う
法

律
を
作
っ
た
こ
と
で
す
。
現
在
は
、
介

護
休
業
も
一
緒
に
な
っ
て
、
育
児
・
介

護
休
業
法
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

法
律
は
、
最
初
に
育
児
休
業
法
と
し
て

一
九
九
一
年
の
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

十
七
条
し
か
な
い
小
さ
な
法
律
で
し
た

が
、
子
育
て
の
た
め
に
一
年
間
休
業
で

き
る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
権
利
を
男
性

に
も
女
性
に
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
た

点
で
画
期
的
な
法
律
で
す
。
経
営
者
団

体
の
反
対
が
あ
っ
た
り
、
国
会
内
で
の

調
整
が
あ
っ
た
り
で
、
精
神
的
に
も
肉

体
的
に
も
ハ
ー
ド
な
仕
事
で
し
た
が
、

当
時
の
私
は
四
十
代
前
半
で
、
体
力
も

十
分
で
脂
が
乗
り
切
っ
て
い
た
と
い
う

意
味
で
も
印
象
に
残
る
仕
事
で
す
。
施

行
か
ら
十
五
年
ほ
ど
経
ち
、
今
、
育
児

休
業
を
取
っ
て
子
育
て
を
さ
れ
て
い
る

方
々
が
三
十
万
人
と
も
四
十
万
人
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
親
御
さ
ん
や
育

て
ら
れ
て
い
る
子
供
達
が
、
私
に
と
っ

て
は
子
供
か
孫
み
た
い
だ
と
思
え
て
嬉

し
く
な
り
ま
す
。
良
い
仕
事
が
で
き
た

な
、
労
働
省
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
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は
経
営
協
議
会
が
か
な
り
う
ま
く
い
っ

た
例
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
必
要
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
い
つ
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
有
川
新
総
長
に
も

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

―　

そ
し
て
今
年
の
九
月
に
は
、
最
高

裁
判
所
の
判
事
に
ご
就
任
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い

ろ
な
方
か
ら
同
じ
質
問
を
受
け
て
こ
ら

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
司
法
界
に
お
入

り
に
な
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
時
の
ご

心
境
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

櫻
井　

最
高
裁
の
判
事
と
い
う
の
は
大

変
大
き
な
重
責
を
担
う
ポ
ス
ト
で
す
か

ら
、
ま
ず
率
直
に
「
私
に
で
き
る
か
し

ら
」
と
い
う
心
配
が
頭
に
浮
か
び
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
、
行
政
か
ら
、
し
か
も

女
性
が
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ポ
ス

ト
だ
と
い
う
要
請
で
し
た
し
、
「
頑
張

れ
ば
何
と
か
や
れ
る
か
な
」
と
思
い
切

っ
て
飛
び
込
ん
だ
と
い
う
感
じ
で
す
。

―　

裁
判
員
制
度
の
ス
タ
ー
ト
が
目
前

に
迫
っ
て
い
ま
す
。
裁
判
員
に
な
る
可

能
性
の
あ
る
と
い
う
通
知
を
受
け
取
っ

本
当
に
思
い
ま
す
ね
。

―　

労
働
省
を
ご
退
官
後
、
九
州
大
学

の
経
営
協
議
会
委
員
と
し
て
、
母
校
の

運
営
に
つ
い
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た

だ
い
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
委
員
と
し

て
見
て
こ
ら
れ
た
九
州
大
学
の
運
営
に

つ
い
て
の
感
想
を
お
願
い
し
ま
す
。

櫻
井　

二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
、
判
事

に
就
任
す
る
二
〇
〇
八
年
九
月
ま
で
、

ず
っ
と
委
員
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
耳
に
痛
い
こ
と
も
言
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
（
笑
）
。
四
年
間
や
っ

て
み
て
、
学
外
者
だ
か
ら
分
か
る
こ
と
、

言
え
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。
総
じ
て
申
し
上
げ
れ
ば
、

梶
山
前
総
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

九
州
大
学
は
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
活

用
し
て
活
性
化
し
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
他
の
大
学
で
は
、
経

営
協
議
会
が
あ
る
意
味
で
は
お
飾
り
的

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
点
九
州
大
学
で

は
、
経
営
協
議
会
も
相
当
頻
繁
に
開
い

て
い
た
だ
き
、
学
外
委
員
で
あ
る
私
達

も
発
言
の
場
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
の
意
見
を
大
学
の
運

営
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
、
九
州
大
学

た
方
に
は
消
極
的
な
反
応
も
見
ら
れ
る

よ
う
で
す
が
。

櫻
井　

裁
判
員
と
い
う
形
で
司
法
に
参

加
い
た
だ
く
国
民
の
皆
様
は
、
あ
る
意

味
で
私
と
似
た
よ
う
な
立
場
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
日
本
の
場
合
、
裁
判
は
裁

判
官
、
弁
護
士
、
検
察
官
と
い
っ
た
高

度
に
専
門
的
な
能
力
、
知
識
の
あ
る
人

た
ち
が
行
う
も
の
だ
と
い
う
認
識
が
あ

っ
て
、
国
民
と
裁
判
の
間
に
は
距
離
感

が
あ
る
の
は
事
実
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
映
画
な
ど
で
ご
存
知
の

よ
う
に
陪
審
員
制
度
が
あ
り
ま
す
し
、

ド
イ
ツ
な
ど
で
は
参
審
制
度
と
い
っ
て

国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
が
あ
り
、

い
ず
れ
も
長
い
間
定
着
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
裁
判
員
制
度
と
い
う
と
、
と
ん

で
も
な
い
こ
と
が
始
ま
る
の
で
は
な
い

か
と
お
思
い
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

む
し
ろ
、
や
っ
と
こ
れ
ら
の
国
々
に
近

づ
く
こ
と
と
な
っ
た
と
捉
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
国
民

の
皆
様
に
は
、
プ
ロ
の
眼
だ
け
で
結
論

を
出
す
の
で
は
な
く
、
自
分
達
も
司
法

に
参
加
す
る
ん
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
な
と
思

い
ま
す
。
民
主
主
義
国
家
と
し
て
、
日

本
の
国
民
は
投
票
と
い
う
形
で
立
法
に

参
加
し
、
国
民
か
ら
選
ば
れ
た
国
会
議

員
の
中
か
ら
行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
総

最
高
裁
判
所
判
事
と
し
て

東京都千代田区の最高裁判所大法廷
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理
大
臣
が
選
ば
れ
る
と
い
う
中
で
、
司

法
だ
け
は
国
民
が
参
加
す
る
と
い
う
仕

組
み
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
国
民
一
人

一
人
が
責
任
を
も
っ
て
作
っ
て
い
く
の

が
民
主
主
義
国
家
で
す
か
ら
、
司
法
に

も
国
民
が
参
加
し
て
初
め
て
立
法
、
行

政
、
司
法
三
権
が
そ
れ
ぞ
れ
民
主
的
な

制
度
に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

―　

将
来
の
法
曹
人
口
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
法
科
大
学
院
の
数
も
含
め
て
議

論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
感
想
を
お
持
ち

で
し
ょ
う
か
。

櫻
井　

今
、
日
本
の
社
会
全
体
が
事
前

規
制
か
ら
事
後
チ
ェ
ッ
ク
型
へ
と
転
換

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
司

法
の
果
た
す
役
割
は
重
要
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
司
法
を
支
え
る
法
曹
人
口
は

増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の

が
、
何
年
も
議
論
さ
れ
て
出
さ
れ
た
結

論
で
す
。
教
育
の
方
法
に
つ
い
て
は
法

科
大
学
院
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
走
り

出
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
制
度
と
い

う
も
の
は
事
前
に
考
え
て
い
た
も
の
と

違
う
結
果
が
出
た
り
す
る
こ
と
は
有
り

得
る
こ
と
で
す
。
走
り
出
し
な
が
ら
足

り
な
い
部
分
や
不
都
合
な
部
分
を
、
ま

た
皆
で
修
正
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
既
に
、
大

学
、
文
部
科
学
省
、
法
務
省
、
最
高
裁

な
ど
の
関
係
者
が
集
ま
っ
て
議
論
が
始

ま
っ
て
い
て
、
課
題
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
良
い
も

の
に
し
て
い
く
と
い
う
動
き
も
見
え
て

い
ま
す
。

―　

私
の
周
り
に
も
法
曹
界
を
目
指
し
、

頑
張
っ
て
い
る
友
人
が
多
数
い
ま
す
。

彼
ら
、
彼
女
ら
に
対
し
て
望
ま
れ
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
。

櫻
井　

法
曹
界
に
入
る
に
し
て
も
、
他

の
分
野
で
仕
事
を
す
る
に
し
て
も
、
知

識
だ
け
あ
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
始
め
、

人
間
と
し
て
の
基
礎
的
な
能
力
を
身
に

付
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
大
学
生
活
に
お
い
て
は
、
専
門
の

勉
強
だ
け
で
な
く
、
広
く
自
分
の
人
間

性
を
高
め
る
よ
う
な
勉
強
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私
が

マ
ン
ド
リ
ン
に
熱
中
し
た
よ
う
に（
笑
）、

い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
す
る
こ
と
も
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―　

最
高
裁
の
判
事
と
も
な
れ
ば
、
そ

の
重
責
に
加
え
て
、
周
囲
か
ら
の
注
目

度
も
非
常
に
高
く
て
、
毎
日
が
緊
張
の

連
続
だ
と
思
い
ま
す
。
気
分
転
換
な
ど

は
ど
の
よ
う
に
な
さ
っ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。

櫻
井　

週
一
回
、
陶
芸
教
室
に
通
っ
て

土
を
こ
ね
回
し
て
い
ま
す
。
子
供
に
戻

っ
た
よ
う
な
気
分
で
お
茶
碗
な
ん
か
を

作
っ
て
い
ま
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
冬
に

な
る
と
ス
キ
ー
で
す
。
陶
芸
は
十
年
ち

ょ
っ
と
、
ス
キ
ー
は
三
十
年
く
ら
い
や

っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
上
手
に
な

り
ま
せ
ん
（
笑
）
。

―　

来
春
、
移
転
に
よ
り
、
多
く
の
卒

業
生
が
学
ば
れ
た
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス

が
な
く
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

櫻
井　

私
も
入
学
後
一
年
半
を
六
本
松

で
過
ご
し
ま
し
た
。
六
本
松
に
は
ク
ラ

ブ
の
部
室
も
あ
り
ま
し
た
し
、
田
島
寮

で
は
毎
月
の
よ
う
に
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ

っ
て
、
女
性
が
希
少
で
し
た
か
ら
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
時
な
ど
は
引
っ
張
り

だ
こ
で
し
た
（
笑
）
。
白
菜
と
安
い
牛 櫻井さんが気分転換を兼ねて通う、陶芸教室でつくられた陶器
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シリーズ九大人●インタビュー　櫻井 龍子

懐
か
し
い
味
と
と
も
に
思
い
出
は
心
の

中
に
し
っ
か
り
と
刻
み
込
み
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新

た
な
九
大
の
歴
史
を
築
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
、
学
生
と

教
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
作
っ
て
い
く

と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
新
し
い
場
所
に
移

肉
を
買
っ
て
き
て
、
洗
面
器
み
た
い
な

鍋
で
作
っ
た
す
き
焼
き
も
思
い
出
し
ま

す
ね
。
本
当
に
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

思
い
出
が
一
杯
で
す
。
寂
し
い
な
と
い

う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。
け
れ
ど
も
、

二
〇
〇
六
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

で
学
生
食
堂
の
カ
レ
ー
を
い
た
だ
き
、

っ
て
、
ま
た
新
た
な
学
問
の
府
を
作
っ

て
い
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
よ
。

―　

最
後
に
、
あ
ら
た
め
て
学
生
、
教

職
員
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

櫻
井　

新
し
い
総
長
、
新
し
い
キ
ャ
ン

パ
ス
と
、
新
し
い
こ
と
づ
く
め
の
九
州

大
学
で
す
か
ら
、
そ
の
新
し
さ
を
活
用

し
て
、
さ
ら
に
良
い
大
学
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
卒
業
生
と
し
て

の
お
願
い
で
す
。
新
総
長
も
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

教
職
員
の
皆
様
が
一
丸
と
な
っ
て
支
え

て
い
た
だ
き
、
梶
山
時
代
に
続
く
有
川

時
代
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
日
本
社
会
は
今
、

大
き
な
曲
が
り
角
に
立
っ
て
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
分
達
の
力
を

信
じ
て
、
日
本
を
ど
う
い
う
方
向
に
も

っ
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
な
が
ら
勉
学

に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

九
州
と
い
う
枠
に
は
ま
る
こ
と
な
く
、

ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
し
て
世
界
と
い
う

大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
物
事
を
見
つ
め
る

こ
と
が
で
き
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
ん
な
人
材
を
育

て
て
い
く
九
州
大
学
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

（  　

                 

）

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
二
〇
〇
八
年
十
二
月
五

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
最
高
裁
判
所
櫻
井
裁
判

官
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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自
分
の
力
を
信
じ
、

日
本
の
将
来
を
考
え
な
が
ら

勉
学
に
励
ん
で
ほ
し
い
。



　

試
合
は
、
自
分
の
方
に
向
け
て
選
ん
だ

持
札
二
十
五
枚
を
上
中
下
段
に
自
由
に
並

べ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
こ
の
札
の
並
べ

方
も
勝
つ
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
で
す
。
持
札
を
並
べ
終
わ
る
と
十
五
分

間
の
暗
記
時
間
と
な
り
、
自
陣
と
敵
陣
の

札
の
配
置
を
覚
え
ま
す
。
「
自
陣
だ
け
覚

え
れ
ば
い
い
の
で
は
？
」
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
敵
陣
の
札
を
取
る
こ
と
に
よ
っ

　

百
人
一
首
愛
好
会
は
、
「
百
人
一
首
を

文
学
的
に
楽
し
む
」
を
目
的
の
一
つ
と
し

て
一
九
七
八
年
に
発
足
し
た
サ
ー
ク
ル
で
、

現
在
は
学
部
生
・
院
生
の
メ
ン
バ
ー
二
十

名
が
「
競
技
か
る
た
」
を
中
心
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
「
小
学
生
の
頃

か
ら
」
、
「
大
学
生
に
な
っ
て
か
ら
」
と

競
技
か
る
た
を
始
め
た
時
期
も
様
々
で
す

が
、
関
東
や
関
西
、
九
州
地
区
な
ど
で
行

わ
れ
る
大
き
な
大
会
で
の
優
勝
や
、
県
代

表
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
創
立
三
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
、

記
念
品
の
制
作
、
記
念
誌
の
発
行
、
記
念

祝
賀
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
か
る
た
は
、
小
倉
百
人
一
首
か
る

た
を
用
い
て
、
相
対
座
す
る
二
人
の
競
技

者
で
行
わ
れ
ま
す
。
百
枚
の
取
札
か
ら
各

自
持
札
と
し
て
二
十
五
枚
の
札
を
選
び
、

読
み
手
が
読
み
上
げ
る
札
を
取
り
合
い
、

取
り
や
お
手
つ
き
な
ど
の
判
定
は
競
技
者

間
で
行
わ
れ
、
早
く
持
札
が
無
く
な
っ
た

者
が
勝
者
と
な
り
ま
す
。

　

競
技
開
始
時
に
場
に
あ
る
札
は
五
十
枚

で
す
が
、
読
み
手
が
読
み
上
げ
る
札
は
百

枚
あ
る
た
め
、
初
心
者
は
上
の
句
と
下
の

句
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
ま
ず
始
め
ま
す
。

「
大
学
で
始
め
た
ば
か
り
の
初
心
者
に
は
、

歴
代
の
先
輩
か
ら
伝
わ
る
句
を
ゴ
ロ
で
覚

え
る
コ
ツ
を
伝
授
し
ま
す
。
句
を
覚
え
る

百
人
一
首
愛
好
会
と
は

競
技
か
る
た
と
は

畳
の
上
の
格
闘
技

と
上
の
句
の
最
初
の
一
文
字
で
取
れ
る
札

が
七
枚
、
二
文
字
で
取
れ
る
札
が
四
十
二

枚
あ
り
ま
す
。
」
と
、
愛
好
会
の
前
会
長

長
尾
嘉
昭
さ
ん
（
農
学
部
三
年
生
）
が
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
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百
人
一
首
愛
好
会
前
会
長

長
尾
嘉
昭
さ
ん
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Ｑ
：
競
技
か
る
た
の
魅
力
は
？

Ａ
：
句
を
覚
え
、
素
早
く
札
を
取
れ
る

だ
け
で
な
く
、
相
手
と
の
駆
け
引
き
や
、

チ
ー
ム
で
の
協
力
が
楽
し
め
た
り
と
奥

が
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ
：
競
技
か
る
た
を
始
め
て
よ
か
っ
た

な
と
思
う
と
こ
ろ
は
？

Ａ
：
集
中
力
が
つ
き
、
気
持
ち
の
切
換

が
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
地
域
や
年
代
を
問

わ
ず
様
々
な
方
と
知
り
合
う
こ
と
が
で

き
、
社
交
性
が
身
に
付
き
ま
し
た
ね
。

そ
れ
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
の
「
豚

の
し
っ
ぽ
」
で
は
負
け
る
こ
と
は
な
い

で
す
ね
（
笑
）
。

Ｑ
：
将
来
の
目
標
は
？

Ａ
：
こ
れ
ま
で
沢
山
の
先
輩
方
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
私
も
何
ら
か

の
形
で
後
輩
や
愛
好
会
に
携
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ど
う
ぞ
。

Ａ
：
競
技
か
る
た
は
、
か
る
た
以
外
に

特
に
道
具
を
揃
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、

視
野
も
広
が
り
ま
す
の
で
、
是
非
練
習

に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

愛
好
会
に
所
属
し
て
い
る
学
生
は
、
市

内
の
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
か
る
た
教

室
な
ど
へ
の
訪
問
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

東
箱
崎
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
東
箱
崎

小
学
校
と
箱
崎
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の

か
る
た
教
室
は
、
愛
好
会
Ｏ
Ｇ
の
山
中
美

沙
さ
ん
（
教
育
学
部
卒
）
が
卒
業
論
文
の

研
究
対
象
と
し
て
同
公
民
館
を
訪
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
始
ま
り
、
現
在

も
山
中
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
学
生
も
一

緒
に
か
る
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
愛
好
会
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
は
、

故
郷
や
就
職
地
へ
「
競
技
か
る
た
」
を
持

ち
帰
り
、
奈
良
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島

な
ど
多
く
の
土
地
で
「
競
技
か
る
た
」
の

普
及
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　

愛
好
会
は
、
火
曜
日
と
土
曜
日
は
箱
崎

で
、
水
曜
日
は
六
本
松
で
活
動
し
、
四
時

間
半
ほ
ど
練
習
し
て
い
ま
す
。
競
技
か
る

活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

他
に
は
こ
ん
な
こ
と
も

て
自
陣
の
札
か
ら
任
意
の
一
枚
を
敵
陣
に

送
る
こ
と
が
で
き
、
相
手
よ
り
早
く
札
を

無
く
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
敵
陣
の
札

の
配
置
も
覚
え
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

暗
記
時
間
の
最
後
に
は
「
素
振
り
」
と
呼

ば
れ
る
札
を
取
る
動
作
を
繰
り
返
し
、
効

果
的
な
札
の
取
り
方
を
体
に
覚
え
込
ま
せ

ま
す
。

　

暗
記
時
間
が
終
わ
る
と
試
合
開
始
で
す

が
、
最
初
に
序
歌
と
呼
ば
れ
る
百
人
一
首

に
は
含
ま
れ
な
い
歌
が
詠
ま
れ
ま
す
。
続

い
て
下
の
句
だ
け
が
繰
り
返
し
詠
ま
れ
、

一
秒
お
い
て
一
首
目
の
上
の
句
だ
け
が
読

ま
れ
、
互
い
に
精
神
を
集
中
さ
せ
て
の
札

の
取
り
合
い
と
な
り
ま
す
。
個
人
戦
は
段

位
に
よ
っ
て
ク
ラ
ス
が
分
か
れ
、
団
体
戦

は
段
位
に
関
係
な
く
メ
ン
バ
ー
を
組
ん
で

試
合
が
で
き
ま
す
。
段
位
は
、
公
式
大
会

で
の
成
績
等
に
よ
っ
て
上
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

「
競
技
か
る
た
」
は
、
華
や
か
な
イ
メ

ー
ジ
と
は
裏
腹
に
、
札
を
取
る
手
と
手
が

ぶ
つ
か
り
合
う
な
ど
そ
の
動
き
の
激
し
さ

か
ら
「
畳
の
上
の
格
闘
技
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

た
の
試
合
は
、
一
試
合
一
時
間
以
上
掛
か

る
こ
と
も
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
内
で
練
習
試

合
を
す
れ
ば
、
そ
の
分
練
習
時
間
も
長
く

な
り
ま
す
。
練
習
に
は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
ほ

か
、
一
般
の
方
も
参
加
し
て
お
り
、
「
自

分
も
同
じ
よ
う
に
卒
業
し
て
も
機
会
が
あ

れ
ば
一
緒
に
練
習
し
た
い
で
す
ね
」
と
長

尾
さ
ん
が
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
学
外
の
団
体
と
の
交
流
も
盛
ん
で
、

市
内
の
筑
紫
女
学
園
高
等
学
校
や
大
濠
高

等
学
校
、
福
岡
大
学
な
ど
と
一
緒
に
練
習

し
て
い
ま
す
。

東箱崎小学校と箱崎中学校の子どもたちのかるた教室を指導
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指
揮
者
・
第
四
代
日
本
指
揮
者
協
会
会
長

　

六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
が
そ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ

よ
う
と
し
て
い
る
中
で
、
旧
制
福
岡
高
等
学
校
、
九
州

大
学
に
在
学
さ
れ
、
九
大
コ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
の
創
設

者
で
あ
り
、
九
州
大
学
の
学
生
歌
「
春
の
讃
歌
」
の
作

曲
者
で
も
あ
る
荒
谷
俊
治
さ
ん
。
現
役
の
指
揮
者
と
し

て
の
活
動
を
通
じ
て
、
今
も
な
お
九
州
大
学
に
暖
い
眼

差
し
を
向
け
て
く
だ
さ
る
大
先
輩
の
荒
谷
さ
ん
に
、
現

役
九
大
フ
ィ
ル
の
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー
（
※
）
で
あ
る
文

学
部
三
年
生
の
相
原
七
月
さ
ん
が
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

荒
谷
俊
治

あ
ら
た
に

し
ゅ
ん
じ

昭
和
五
年
生
ま
れ

昭
和
二
十
八
年

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十
四
年

昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
四
年

昭
和
四
十
九
年

平
成
十
五
年

荒
谷
俊
治
氏
の
略
歴

九
州
大
学
法
学
部
卒
業

九
州
大
学
文
学
部
卒
業

東
京
放
送
合
唱
団
を
指
揮
し
て
デ
ビ
ュ
ー

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
指
揮
者

文
化
庁
派
遣
在
外
芸
術
研
修
員
と
し
て
ア
メ
リ

カ
に
留
学
、
世
界
的
指
揮
者
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ

・
セ
ル
氏
に
師
事

名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
常
任
指

揮
者

第
四
代
日
本
指
揮
者
協
会
会
長

海
外
演
奏
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア

ほ
か
多
数
。
現
在
は
フ
リ
ー
で
各
地
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
、
合
唱
団
を
指
揮
し
、
在
住
す
る
町
田

市
で
は
町
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の

音
楽
監
督
も
務
め
る
。

（
※
）
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー　

楽
団
全
体
を
取
り
仕
切
り
、
そ
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め

の
役
割
を
担
う
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
存
在
。

相
原  

七
月

聞
き
手 

文
学
部
人
文
学
科
三
年
・

九
大
フ
ィ
ル
イ
ン
ス
ペ
ク
タ
ー

（
あ
い
は
ら
・
な
つ
き
）
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シリーズ九大人●インタビュー　荒谷 俊治

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
熱
中
し
た

旧
制
福
高
時
代

―　

お
生
ま
れ
は
広
島
だ
と
伺
っ
て
お

り
ま
す
が
、
福
岡
に
お
い
で
に
な
っ
た

い
き
さ
つ
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

荒
谷　

父
の
転
勤
の
関
係
で
す
ね
。
父

は
役
人
で
し
た
。
役
人
と
は
い
っ
て
も

ち
ょ
っ
と
特
殊
な
仕
事
で
し
て
ね
、
馬

専
門
の
獣
医
で
し
た
。
戦
時
中
は
軍
馬

の
面
倒
を
見
て
い
て
、
戦
後
は
競
走
馬

の
選
定
な
ど
で
あ
ち
こ
ち
へ
転
勤
し
て

い
ま
し
た
。
私
が
生
ま
れ
て
か
ら
も
、

広
島
か
ら
三
重
、
そ
し
て
福
岡
へ
と
移

り
ま
し
た
。
私
は
三
重
に
は
付
い
て
行

か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
福
岡
へ
は
家

族
で
移
っ
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

私
が
小
学
校
四
年
生
の
夏
休
み
で
し
た

ね
。
そ
れ
か
ら
は
福
岡
県
中
学
修
猷
館
、

旧
制
福
岡
高
等
学
校
（
以
下
そ
れ
ぞ
れ

「
修
猷
館
」、「
旧
制
福
高
」
と
表
記
）
、

そ
し
て
九
州
大
学
と
ず
っ
と
福
岡
で
過

ご
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

―　

修
猷
館
や
旧
制
福
高
で
の
思
い
出

と
い
っ
た
ら
何
で
し
ょ
う
か
。

荒
谷　

修
猷
館
に
い
た
頃
は
戦
後
間
も

な
い
頃
で
、
米
軍
の
指
示
で
柔
道
や
剣

道
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

何
か
熱
中
で
き
る
も
の
が
な
い
か
な
と

思
っ
て
始
め
た
の
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で

す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
す
っ
か
り
は
ま

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
旧
制
福
高
に
入

っ
て
か
ら
も
同
じ
で
す
。
当
時
の
旧
制

福
高
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
で
、
バ
レ
ー

部
も
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
、
入

学
が
決
ま
っ
て
す
ぐ
か
ら
バ
レ
ー
部
の

合
宿
に
引
っ
張
り
出
さ
れ
、
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
の
徹
底
的
に
鍛
え
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か
最
後
の

旧
制
高
校
の
全
国
大
会
で
は
優
勝
し
た

ん
で
す
よ
。
そ
の
時
の
優
勝
旗
は
今
で

も
九
大
の
ど
こ
か
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
九
大
に
入
っ
て
か
ら

は
バ
レ
ー
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
後
の

師
匠
で
あ
る
石
丸
寛
（
※
）
さ
ん
か
ら
、

「
バ
レ
ー
か
音
楽
か
ど
ち
ら
か
に
し
ろ
」

と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

―　

移
転
の
関
係
で
、
今
年
で
六
本
松

キ
ャ
ン
パ
ス
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
荒
谷
先
生
に
と
っ
て
六
本
松
に

ま
つ
わ
る
思
い
出
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
。

荒
谷　

私
は
、
旧
制
福
高
時
代
を
含
め

て
約
三
年
間
六
本
松
で
過
ご
し
た
わ
け

で
す
か
ら
、
九
大
の
中
で
は
最
も
思
い

入
れ
の
深
い
場
所
で
す
し
、
キ
ャ
ン
パ

ス
が
な
く
な
る
の
は
淋
し
い
で
す
よ
。

六
本
松
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
漬
け
で
し

た
ね
。
合
宿
も
や
っ
て
、
そ
の
時
は
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
が
肉
や
魚
を

手
に
入
れ
て
、
部
員
に
食
べ
さ
せ
て
く

だ
さ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

―　

九
大
に
入
ら
れ
て
か
ら
は
、
九
大

フ
ィ
ル
で
本
格
的
な
音
楽
活
動
を
な
さ

れ
た
わ
け
で
す
ね
。
当
時
の
九
大
フ
ィ

ル
は
ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

荒
谷　

昔
の
九
大
フ
ィ
ル
に
は
、
貴
重

な
楽
器
や
楽
譜
が
数
多
く
あ
り
ま
し
て
、

東
京
の
著
名
な
音
楽
家
が
わ
ざ
わ
ざ
楽

譜
を
写
し
に
来
て
い
た
ほ
ど
で
し
た
。

け
れ
ど
も
私
が
入
っ
た
頃
は
、
九
大
の

学
生
だ
け
で
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
編
成

で
き
な
い
状
態
で
し
た
。
特
に
弦
楽
器

は
九
大
外
の
方
が
か
な
り
メ
ン
バ
ー
に

入
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
い
わ
ば
市
民
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
走
り
の
よ
う
な
感
じ
で

し
た
。

―　

九
大
フ
ィ
ル
の
時
代
に
は
、
演
奏

旅
行
で
感
動
的
な
体
験
を
さ
れ
た
そ
う

で
す
ね
。

荒
谷　

宮
崎
で
の
演
奏
旅
行
の
こ
と
で

文
化
も
学
問
も
長
い
時
間
を
か
け
て
作
ら
れ
て
い
く
も
の

旧制福高時代、池上煌君と（右が荒谷さん）

そ
し
て
音
楽
の
世
界
へ

（
※
）
石
丸　

寛
（
一
九
二
二
〜
一
九
九
八
）

　

指
揮
者
。
戦
後
福
岡
で
音
楽
活
動
を
行
い
、
一
九

五
三
年
に
九
州
交
響
楽
団
を
創
設
、
初
代
常
任
指
揮

者
を
務
め
た
。
そ
の
後
全
国
の
交
響
楽
団
を
指
揮
す

る
一
方
、
テ
レ
ビ
の
音
楽
番
組
「
題
名
の
な
い
音
楽

会
」
の
司
会
者
を
務
め
る
な
ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

普
及
に
も
尽
力
し
た
。
一
九
九
五
年
か
ら
は
九
州
交

響
楽
団
の
音
楽
監
督
も
務
め
た
。
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す
ね
。
こ
の
時
、
視
覚
や
聴
覚
に
障
が

い
の
あ
る
子
供
達
が
集
ま
っ
た
学
校
で

演
奏
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
に
序
曲
を

や
っ
た
ん
で
す
が
、
会
場
が
ざ
わ
つ
い

て
い
ま
し
て
ね
、
演
奏
者
と
し
て
は
普

通
な
ら
気
分
を
害
す
る
と
こ
ろ
な
ん
で

す
が
、
よ
く
よ
く
聴
い
て
い
る
と
、
子

供
達
は
雑
談
で
騒
い
で
い
る
ん
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
ね
。
音
が
出
る
と
ざ
わ
ざ
わ
、

音
が
変
わ
る
と
ざ
わ
ざ
わ
と
い
う
感
じ

な
ん
で
す
。
曲
の
合
間
に
学
校
の
先
生

ら
し
き
女
性
が
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て

き
て
「
す
み
ま
せ
ん
。
こ
の
子
供
達
は

感
激
し
て
ざ
わ
つ
い
て
い
る
ん
で
す
。

眼
が
見
え
ず
、
耳
も
聞
こ
え
ず
、
し
ゃ

べ
る
こ
と
も
で
き
な
い
子
も
い
る
ん
で

す
。
ど
う
か
勘
弁
し
て
や
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
私
は
、

子
供
達
が
ど
う
や
っ
て
音
楽
を
感
じ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ど
う

や
ら
、
彼
ら
は
肌
や
、
床
か
ら
伝
わ
っ

て
く
る
振
動
な
ど
を
通
じ
て
音
を
感
じ

て
い
る
ら
し
い
の
で
す
。
次
の
曲
の
演

奏
の
前
に
、
私
は
楽
団
員
に
こ
の
こ
と

を
伝
え
ま
し
た
ら
、
楽
団
員
は
涙
を
流

し
始
め
ま
し
た
。
皆
多
感
な
時
期
の
学

生
で
し
ょ
う
、
お
し
ま
い
に
は
ボ
ロ
ボ

ロ
と
涙
を
流
し
な
が
ら
演
奏
し
て
い
る

わ
け
で
す
よ
。
演
奏
会
が
終
了
し
て
子

供
達
が
会
場
を
後
に
す
る
時
に
な
る
と
、

眼
の
見
え
な
い
、
耳
の
聞
こ
え
な
い
子

供
達
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
気
配
の
す
る

方
向
に
身
体
を
向
け
て
、
ま
る
で
後
ろ

髪
引
か
れ
る
よ
う
に
会
場
を
出
て
行
く

の
で
す
。
私
達
は
子
供
達
が
皆
会
場
を

後
に
す
る
ま
で
、
涙
し
な
が
ら
演
奏
し

見
送
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
本
当
に
音

楽
の
力
っ
て
す
ご
い
な
と
感
じ
ま
し
た

よ
。
私
だ
け
で
は
な
く
、
楽
団
員
全
員

に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
体
験
で
し
た
。

―　

学
生
時
代
に
は
合
唱
も
や
っ
て
お

ら
れ
た
の
で
す
ね
。

荒
谷　

当
時
の
福
岡
に
は
、
修
猷
館
や

旧
制
福
高
の
先
輩
達
が
結
成
し
た
混
声

合
唱
団
と
、
西
南
学
院
の
グ
リ
ー
ク
ラ

ブ
を
母
体
と
し
た
合
唱
団
が
合
併
し
て
、

福
岡
合
唱
協
会
が
生
ま
れ
、
誘
わ
れ
て

私
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、

九
大
に
も
男
声
合
唱
団
が
欲
し
い
と
い

う
声
が
高
ま
り
、
「
こ
の
指
と
ま
れ
」

と
い
う
感
じ
で
私
が
言
い
出
し
て
、
九

大
コ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
を
立
ち
上
げ
た

の
で
す
。
昭
和
二
十
八
年
の
こ
と
で
す
。

そ
の
頃
は
も
ち
ろ
ん
九
大
フ
ィ
ル
も
や

っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
れ
か
ら
は
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
と
コ
ー
ラ
ス
と
で
毎
日
音

楽
漬
け
で
し
た
ね
。

―　

作
曲
も
手
掛
け
ら
れ
た
と
伺
い
ま

し
た
。
九
大
の
学
生
歌
で
あ
る
「
春
の

讃
歌
」
が
で
き
た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

荒
谷　

作
曲
と
い
っ
て
も
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
な
ん
か
は
で
き
ま
せ
ん
よ
（
笑
）
。

た
だ
歌
は
昔
か
ら
好
き
で
し
た
し
、
幼

稚
園
の
園
歌
や
校
歌
、
そ
れ
か
ら
学
生

歌
な
ど
は
頼
ま
れ
て
よ
く
作
り
ま
し
た
。

九
大
の
学
生
歌
に
つ
い
て
も
、
「
春
の

讃
歌
」
は
私
が
関
っ
た
も
の
で
す
。
当

時
の
九
大
に
は
、
学
生
が
歌
え
る
よ
う

な
歌
が
あ
ま
り
な
く
て
、
九
大
フ
ィ
ル

や
コ
ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
も
協
力
し
、
大

学
が
毎
年
学
生
歌
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
「
松
原
に
」
は
そ
の
最
初
の

年
に
選
ば
れ
た
歌
で
す
。
私
は
そ
の
審

査
委
員
も
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
確

か
二
年
目
に
応
募
さ
れ
て
き
た
の
が 1953年（Ｓ28年）九大卒業の年、指揮者石丸寛先生（右端）と同年工学部卒の親

友であり作曲家でもある藤井凡大氏（中央）の３名で。（左端が荒谷さん）
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は
他
の
こ
と
は
で
き
な
い
な
と
分
か
り
、

思
い
切
っ
て
音
楽
に
専
念
す
る
こ
と
を

決
意
し
、
師
匠
で
あ
っ
た
石
丸
寛
さ
ん

の
後
を
追
っ
て
東
京
に
出
た
の
で
す
。

石
丸
さ
ん
は
、
私
が
プ
ロ
に
な
る
こ
と

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
賛
成
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
私
だ
っ
て
、
他
の
人
か

ら
相
談
さ
れ
た
ら
賛
成
し
ま
せ
ん
よ
。

だ
っ
て
食
べ
て
い
け
る
か
分
か
ら
な
い

ん
だ
か
ら
。
そ
れ
か
ら
は
、
著
名
な
先

「
春
の
讃
歌
」
で
す
。
応
募
さ
れ
て
き

た
も
の
を
見
る
と
、
一
番
か
ら
四
番
ま

で
歌
詞
が
あ
っ
て
良
い
詩
な
の
で
す
が
、

一
つ
一
つ
が
短
く
、
こ
れ
は
ど
う
か
と

思
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
れ
じ

ゃ
私
が
何
と
か
し
よ
う
と
思
っ
て
、
審

査
委
員
を
降
り
る
こ
と
と
し
、
作
詞
者

の
了
解
を
得
て
四
番
ま
で
あ
っ
た
歌
詞

を
二
番
ま
で
に
組
み
直
し
て
応
募
し
た

と
こ
ろ
、
な
ん
と
こ
れ
が
採
用
さ
れ
た

の
で
す
。
こ
う
し
た
わ
け
で
、
「
春
の

讃
歌
」
は
二
番
ま
で
の
歌
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
時
に
賞
品
と
し
て
万

年
筆
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
今
で
も
よ

く
覚
え
て
い
ま
す
。

―　

大
学
を
卒
業
さ
れ
て
か
ら
は
、
す

ぐ
に
指
揮
者
の
道
を
歩
み
だ
さ
れ
た
わ

け
で
す
ね
。

荒
谷　

最
初
か
ら
プ
ロ
に
な
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
弁

護
士
を
や
り
な
が
ら
週
末
に
音
楽
を
や

れ
た
ら
一
番
い
い
な
く
ら
い
に
し
か
考

え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、

音
楽
の
こ
と
を
考
え
だ
す
と
、
自
分
に

生
方
の
手
法
を
懸
命
に
学
び
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
自
分
の
メ
ソ
ッ
ド
を
確

立
し
た
と
い
え
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
で

ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
ル
（
※
）
に
出
会
っ
て

か
ら
で
し
た
。

―　

ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
ル
と
は
ど
の
よ
う

な
出
会
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

荒
谷　

昭
和
四
十
四
年
の
こ
と
で
す
。

当
時
文
化
庁
が
始
め
た
在
外
芸
術
研
修

員
の
制
度
に
応
募
し
採
択
さ
れ
た
の
で

す
。
そ
の
時
、
指
揮
者
仲
間
の
ア
ド
バ

イ
ス
も
あ
っ
て
、
研
修
先
の
一
つ
に
ジ

ョ
ー
ジ
・
セ
ル
の
い
る
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
を
選
ん
だ
の
で
す
。
私
の
当
初
の
研

修
計
画
は
、
先
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
回
り
、

最
後
の
仕
上
げ
と
し
て
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
に
滞
在
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
出
発
直
前
に
セ
ル
か
ら
手
紙

が
き
て
、
「
来
る
の
な
ら
す
ぐ
に
来
い
」

と
い
う
も
の
で
す
か
ら
、
急
遽
予
定
を

変
更
し
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
先
に

行
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
結
果
的
に

二
月
か
ら
五
月
ま
で
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
、
セ
ル
の

下
で
指
揮
を
勉
強
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
で
の
研
修
を
終
え

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
っ
た
後
、
セ
ル
は

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
の
で
す
。
も
し
も

当
初
の
計
画
の
ま
ま
だ
っ
た
ら
、
お
そ

ら
く
セ
ル
に
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
ま
さ
に
運
命
で
す
ね
。
セ
ル

に
会
い
た
か
っ
た
の
に
会
え
な
か
っ
た

と
い
う
人
が
多
数
い
る
中
で
、
私
は
幸

（
※
）
ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
ル
（
一
八
九
七
〜
一
九
七
〇
）

　

ハ
ン
ガ
リ
ー
生
ま
れ
の
世
界
的
指
揮
者
。
自
ら
音

楽
監
督
を
務
め
た
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
管
弦
楽
団
を
世

界
第
一
級
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
育
て
あ
げ
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
・
セ
ル
と
の

運
命
の
出
会
い
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運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
セ
ル
は
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
名
指
揮
者
の
良
い
と
こ
ろ

を
明
解
に
分
析
し
て
自
分
の
も
の
に
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
作
曲
者
の
意
図

を
汲
み
、
作
品
を
と
て
も
大
切
に
す
る

指
揮
者
で
し
た
。
た
ど
た
ど
し
い
英
語

を
使
い
な
が
ら
、
私
は
こ
れ
ら
を
必
死

に
吸
収
し
ま
し
た
よ
。
セ
ル
に
出
会
っ

て
か
ら
作
品
に
対
す
る
考
え
方
、
指
揮

者
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
が
変
わ

り
ま
し
た
。
セ
ル
に
会
え
た
こ
と
は
私

の
大
き
な
財
産
で
す
。

―　

セ
ル
と
の
出
会
い
な
ど
を
経
て
、

先
生
が
指
揮
者
と
し
て
大
切
に
思
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

荒
谷　

作
曲
家
の
魂
・
理
念
を
具
現
し
、

そ
の
作
品
を
い
か
に
活
か
す
か
で
す
。

音
楽
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
っ
て
も
、

演
奏
を
行
う
ホ
ー
ル
に
よ
っ
て
も
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
自
分
の
哲
学
を
貫
き
つ

つ
も
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
ホ
ー
ル
に
合

っ
た
手
法
を
と
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

そ
こ
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

―　

音
楽
家
と
し
て
、
辛
い
こ
と
や
苦

し
い
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
ど
う
や
っ
て
乗
り

越
え
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

荒
谷　

壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
で
す
よ
。
そ
う
い
う
時
は
、
ち

ょ
っ
と
時
間
を
置
い
て
み
た
り
、
場
所

を
変
え
て
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
み
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
ま
た
良
い
ア
イ
デ

ア
が
湧
い
て
き
た
り
す
る
も
ん
で
す
よ
。

じ
っ
と
同
じ
と
こ
ろ
に
留
ま
っ
て
ば
か

り
い
る
と
、
良
い
考
え
が
浮
か
ば
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、

物
事
を
見
る
角
度
を
ち
ょ
っ
と
変
え
て

み
る
と
か
、
柔
軟
さ
を
持
つ
こ
と
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
車
の
運
転
だ
っ
て

そ
う
で
し
ょ
う
。
身
体
が
硬
直
し
て
る

と
い
い
運
転
は
で
き
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
自
分
の
専
門
以
外

の
こ
と
に
眼
を
向
け
る
こ
と
も
大
切
で

す
。
私
は
絵
を
観
る
こ
と
が
大
好
き
で

す
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
い
ろ
ん
な
良

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―　

最
後
に
、
今
の
九
州
大
学
、
さ
ら

に
は
九
州
大
学
の
学
生
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

荒
谷　

私
は
、
法
学
部
と
文
学
部
を
卒

業
し
、
九
州
大
学
に
は
六
年
も
の
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
九
大
フ

ィ
ル
に
い
た
こ
と
は
今
で
も
私
の
糧
に

な
っ
て
い
ま
す
し
、
九
州
大
学
は
私
に

と
っ
て
特
別
な
存
在
で
す
。
九
月
の
コ

ー
ル
ア
カ
デ
ミ
ー
の
東
京
公
演
に
は
、

梶
山
総
長
、
柴
田
理
事
（
い
ず
れ
も
当

時
）
に
も
お
い
で
い
た
だ
き
、
大
変
有

音
楽
と
と
も
に
生
き
て

2000年（Ｈ12年）3月ベルリンフィルハーモニー大ホールでの日独音楽週間のリ
ハーサル風景

1983年（Ｓ58年）カイロ・シンフォニーのリハーサル風景
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世
界
を
築
き
上
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
か
ら
九
州
大
学
は
ア
ジ
ア
に

近
い
で
す
よ
ね
。
大
き
な
声
出
し
た
ら

済
州
島
に
届
き
そ
う
じ
ゃ
な
い
で
す
か

（
笑
）
。
九
州
は
ア
ジ
ア
の
国
々
に
と

っ
て
大
切
な
地
域
で
あ
り
、
九
州
大
学

は
そ
の
中
に
あ
っ
て
中
心
と
な
る
大
学

り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
も
今
は

移
転
な
ど
で
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、

何
だ
か
ん
だ
い
っ
て
も
、
構
成
員
は
皆
、

な
に
が
し
か
大
学
か
ら
恩
恵
を
受
け
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
先
輩
が
築
き
、

残
し
て
き
た
も
の
を
大
事
に
し
つ
つ
も
、

自
分
の
メ
ソ
ッ
ド
を
見
つ
け
、
自
分
の

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
の
こ
と
を
意
識

し
、
大
事
に
思
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
見
聞
き
し
ま

す
と
、
九
州
大
学
の
皆
さ
ん
は
、
教
育

・
研
究
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
よ
。
私
は
音
楽
を
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
音
楽
を
含
め
て
文
化
っ
て
い
う

の
は
学
問
と
似
て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
長
い
時
間
を

か
け
て
作
ら
れ
て
い
く
も
の
で
、
そ
の

間
は
ち
ゃ
ん
と
生
か
し
続
け
て
い
な
き

ゃ
い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
派
手
に

何
か
を
や
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
様
々
な
こ
と
に

じ
っ
く
り
と
取
り
組
ま
れ
た
ら
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば

世
の
中
も
、
き
っ
と
九
州
大
学
の
良
さ

に
気
付
い
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

（  　

                 

）

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
十

一
日
に
、
東
京
都
千
代
田
区
の
学
士
会
館
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
も
現
役
の
指
揮
者
と
し
て
ご
活
躍
中
の

荒
谷
さ
ん
は
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
の
地
域
文

化
功
労
者
表
彰
（
平
成
十
六
年
）
を
契
機
に
、

「
世
界
の
名
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
シ
リ
ー
ズ
」
を

開
始
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
ウ
イ
ー
ン
、
シ
ド
ニ

ー
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ボ
ス
ト
ン
を
終
え
ら

れ
、
本
年
は
プ
ラ
ハ
（
ス
メ
タ
ナ
ホ
ー
ル
）
で

の
指
揮
を
予
定
（
六
月
十
一
日
）
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
九
大
フ
ィ
ル
は
二
〇
〇
九
年
に

創
立
百
周
年
と
な
り
ま
す
が
、
十
一
月
二
十
三

日
に
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
る
記
念
演
奏
会
に
お
い
て
も
指
揮
を

お
務
め
い
た
だ
き
ま
す
。
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先
輩
が
築
き
、
残
し
て
き
た
も
の
を
大
事
に
し
つ
つ
も
、

自
分
の
メ
ソ
ッ
ド
を
見
つ
け
、

自
分
の
世
界
を
築
き
あ
げ
て
ほ
し
い
。
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12

聞
き
手

農
業
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
情
報
技
術
開
発
で
、

消
費
者
に
と
っ
て
も
農
業
経
営
に
と
っ
て
も

安
心
・
安
全
な

次
世
代
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

南
石 

晃
明

な
ん
せ
き　

て
る
あ
き

農
学
研
究
院　

教
授

「
ふ
ろ
ん
と
ラ
ン
ナ
ー
」
は
、
九
州
大
学
の
研
究
の
最
前
線
を

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
第
十
二
回
目
は
、
農
学
研
究
院
の
南
石
晃
明
教
授
に

芸
術
工
学
研
究
院
の
都
甲
康
至
教
授
が
聞
き
ま
す
。

農
薬
使
用
リ
ス
ク
管
理

シ
ス
テ
ム

都
甲　

最
近
、
食
の
安
全
と
い
う
こ
と
に

消
費
者
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

南
石
先
生
の
研
究
も
そ
れ
に
深
く
関
わ
る

も
の
で
す
ね
。

南
石　

二
〇
〇
七
年
に
、
九
州
大
学
に
着

任
す
る
ま
で
、
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総

合
研
究
機
構
に
二
十
四
年
間
研
究
に
従
事

し
、
特
に
二
〇
〇
三
年
以
降
は
農
薬
の
適

正
使
用
を
支
援
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
（
農

薬
ナ
ビ
）
の
開
発
に
重
点
的
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
研
究
成
果
を
迅
速
に
実
用
化

す
る
た
め
、
二
〇
〇
六
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
作

り
、
研
究
機
構
の
側
面
支
援
も
受
け
な
が

ら
シ
ス
テ
ム
の
普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

芸
術
工
学
研
究
院　

都
甲
康
至 

教
授

現
在
、
山
形
県
で
一
万
二
千
人
の
農
家
の

方
が
使
っ
て
い
ま
す
。

都
甲　

エ
リ
ア
は
山
形
県
だ
け
で
す
か
。

南
石　

も
ち
ろ
ん
、
福
岡
も
含
め
、
全
国

普
及
に
向
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
ぜ
、
山
形
県
が

皮
切
り
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、
無
登
録
の

農
薬
使
用
の
問
題
が
起
こ
っ
た
県
な
の
で

す
ね
。
そ
こ
で
少
し
農
薬
取
締
法
の
お
話

を
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
の
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
農
薬
に
関
し
て
罰
則
規
定
が
あ

っ
た
の
は
農
薬
メ
ー
カ
ー
と
流
通
業
者
だ

け
で
、
農
家
は
努
力
義
務
で
し
た
。
そ
れ

が
二
〇
〇
三
年
の
改
正
農
薬
取
締
法
の
施

行
で
農
家
に
も
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
農
薬
を
こ
の
虫
に
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で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
開
発
し
て
い
ま
す
。

問
題
の
無
い
農
薬
で
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
使

用
履
歴
の
記
帳
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

都
甲　

そ
れ
は
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
に
も
つ
な
が
り
ま
す
ね
。

南
石　

は
い
。
通
常
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
と
い
う
と
、
食
品
事
故
が
起
こ
っ
た
場

合
に
い
か
に
早
く
農
産
物
を
回
収
す
る
か

と
い
う
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す
で
し
ょ

う
。
確
か
に
Ｅ
Ｕ
で
は
流
通
の
履
歴
情
報

を
指
し
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
で

は
、
生
産
段
階
で
ど
う
い
う
農
薬
が
使
わ

れ
、
栽
培
さ
れ
た
か
と
い
う
生
産
履
歴
の

ほ
う
に
す
ご
く
関
心
あ
る
の
で
す
。
と
言

う
の
も
、
仮
に
ス
ー
パ
ー
の
野
菜
に
残
留

農
薬
が
検
出
さ
れ
た
場
合
、
流
通
履
歴
が

あ
れ
ば
回
収
は
早
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

汚
染
さ
れ
る
こ
と
を
防
が
な
け
れ
ば
農
産

物
の
安
全
性
は
必
ず
し
も
向
上
し
ま
せ
ん
。

根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

農
薬
の
誤
使
用
が
起
こ
る
と
農
産
物
は
破

棄
さ
れ
信
頼
も
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

農
薬
ナ
ビ
と
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ

ム
の
連
携
が
重
要
で
す
。

都
甲　

南
石
先
生
の
専
門
は
農
業
経
営
学

で
す
。
食
の
安
全
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

と
は
ど
う
リ
ン
ク
す
る
の
で
し
ょ
う
。

使
う
の
は
い
い
け
ど
、
別
の
虫
は
だ
め
と

か
、
収
穫
前
三
日
ま
で
は
使
っ
て
い
い
け

ど
、
二
日
前
に
な
っ
た
ら
も
う
使
っ
て
は

い
け
な
い
な
ど
か
な
り
複
雑
で
。

都
甲　

運
用
の
難
し
そ
う
な
法
律
で
す
ね
。

南
石　

あ
る
農
薬
に
入
っ
て
い
る
成
分
は

別
の
農
薬
に
も
入
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の

化
学
成
分
単
体
の
使
用
回
数
ま
で
制
限
が

か
か
る
の
で
す
。

都
甲　

農
家
の
方
は
大
変
で
し
ょ
う
。

南
石　

い
ろ
い
ろ
な
野
菜
を
作
っ
て
い
る

と
、
忙
し
い
時
期
な
ど
う
っ
か
り
間
違
う

わ
け
で
す
。
そ
の
技
術
的
な
解
決
策
の
一

つ
が
Ｉ
Ｔ
活
用
で
し
た
。
バ
ー
コ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
付
き
の
携
帯
電
話
で
農
薬
容
器
の

バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
農
薬
を
使
う

前
に
そ
の
農
薬
が
使
え
る
か
ど
う
か
判
定

南
石　

私
は
農
家
の
長
男
で
す
。
小
学
校

は
複
式
学
級
、
全
校
生
徒
六
十
人
く
ら
い

と
い
う
田
舎
に
育
ち
ま
し
た
。
小
さ
い
時

は
世
の
中
の
職
業
は
農
業
し
か
な
い
と
思

っ
て
い
た
く
ら
い
で
（
笑
）
、
家
業
を
継

ぐ
の
は
当
然
と
思
い
、
地
元
大
学
の
農
学

部
に
進
ん
だ
わ
け
で
す
。
そ
の
時
か
ら
興

味
が
あ
っ
た
の
が
、
ど
う
意
思
決
定
す
れ

ば
合
理
的
に
農
業
が
で
き
る
か
、
あ
る
い

は
合
理
的
な
意
思
決
定
は
何
か
と
い
っ
た

こ
と
。
そ
れ
は
気
象
の
変
動
、
不
安
定
な

価
格
と
い
っ
た
様
々
な
不
確
実
性
や
リ
ス

ク
と
い
う
概
念
と
不
可
分
で
す
。
農
薬
の

誤
使
用
を
い
か
に
防
ぐ
か
と
い
う
こ
と
も

私
の
中
で
は
リ
ス
ク
に
関
す
る
研
究
な
の

で
す
。
た
だ
し
、
以
前
は
農
業
経
営
自
体

の
リ
ス
ク
が
テ
ー
マ
で
、
作
物
の
組
み
合

わ
せ
を
こ
う
い
う
風
に
変
え
た
ら
農
業
所

得
変
動
の
リ
ス
ク
が
下
が
る
と
い
っ
た
営

農
計
画
シ
ス
テ
ム
や
技
術
体
系
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
開
発
・
構
築
に
軸
足
を
置
い
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

都
甲　

経
営
判
断
で
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
は
大
事
で
す
よ
ね
。

南
石　

作
物
を
組
み
合
わ
せ
る
の
は
、
実

は
株
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
小
さ
い
リ

ス
ク
で
安
定
し
た
収
益
を
得
る
と
い
う
株

式
投
資
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
同
じ
な
の

で
す
。
金
融
工
学
の
理
論
と
農
業
分
野
で

昔
か
ら
研
究
し
実
践
し
て
き
た
理
論
が
基

本
的
に
は
同
じ
な
わ
け
で
す
。
現
在
で
は
、

こ
う
し
た
方
法
は
確
率
的
計
画
法
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
で
学
位
論
文
を

作
成
し
、
教
科
書
も
作
り
ま
し
た
。

都
甲　

さ
ら
に
農
学
と
Ｉ
Ｔ
を
融
合
さ
れ

る
な
ど
興
味
の
範
囲
が
本
当
に
幅
広
い
し
、

融
通
無
碍
で
す
ね
。

南
石　

農
学
の
分
野
で
は
、
私
の
よ
う
な

ス
タ
ン
ス
の
研
究
者
は
そ
ん
な
に
は
多
く

な
い
と
思
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
の
研
究

所
に
入
っ
た
時
は
、
先
輩
か
ら
「
古
典
を

読
ん
で
、
農
家
に
学
べ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
社
会
科
学
で
は
王
道
で
す
が
、

私
は
農
家
の
息
子
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

農
家
に
学
ぶ
だ
け
、
聞
い
た
話
を
要
約
す

る
だ
け
で
研
究
に
な
る
の
か
な
と
当
時
、

率
直
に
思
っ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
で
農
業

農
家
に
生
ま
れ
た

科
学
者
な
ら
で
は
の
独
自
視
点

携帯電話からの利用イメージ
通常のカメラ付き携帯バーコー
ドリーダー利用で、バーコード
を読み取れる。
専用ｉアプリでより簡単操作で
農薬ナビ判定
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分
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
多
い
よ
う

で
す
。
最
近
、
農
業
生
産
に
お
け
る
リ
ス

ク
管
理
の
方
法
と
し
て
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
適
正
農

業
規
範
）
と
い
う
考
え
方
も
普
及
し
て
い

て
、
こ
の
農
場
認
証
を
受
け
て
い
る
農
場

は
世
界
で
八
万
農
場
以
上
あ
り
ま
す
。

都
甲　

消
費
者
、
生
活
者
の
信
頼
を
取
り

戻
す
取
り
組
み
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
始
ま
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。

南
石　

以
前
は
美
味
し
い
作
物
を
た
く
さ

ん
収
穫
す
る
技
術
を
持
っ
た
農
家
を
篤
農

家
と
呼
び
ま
し
た
。
現
代
の
篤
農
家
に
は
、

農
薬
取
締
法
や
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど

を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ル
ー
ル
や
条
件

に
い
か
に
対
応
で
き
る

か
と
い
っ
た
情
報
処
理

の
能
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
農
業

者
の
研
修
を
受
け
て
、

資
格
試
験
に
受
か
っ
た

人
し
か
農
薬
を
購
入
で

き
な
い
制
度
が
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
広
い
意

味
の
教
育
充
実
で
す
ね
。

農
業
人
材
を
育
て
る
こ

と
で
、
食
の
安
心
を
実
現
し
て
い
く
と
い

う
考
え
方
で
す
。
そ
う
い
う
観
点
か
ら
も

大
学
の
役
割
は
す
ご
く
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
ね
。

都
甲　

食
と
い
う
身
近
な
事
柄
か
ら
、
ど

ん
ど
ん
未
知
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
き
ま

す
。
南
石
先
生
の
造
語
で
あ
る
「
環
食
不

二
」
と
い
う
言
葉
も
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね
。

南
石　

食
の
安
全
は
客
観
的
な
デ
ー
タ
か

ら
分
か
る
こ
と
で
す
し
、
安
心
は
心
理
的

な
信
頼
関
係
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、
突

き
詰
め
て
考
え
て
い
く
と
、
そ
れ
ら
は
環

境
問
題
と
ど
う
し
て
も
つ
な
が
っ
て
く
る
。

そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
し
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
伝
え
る
に
は
新
し
い
言
葉
が
あ

っ
た
方
が
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
た

と
い
う
冠
の
付
か
な
い
日
本
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
学
会
と
い
う
と
こ
ろ

に
参
加
し
て
、
数
学
モ
デ
ル
を
発
表
し
た

り
、
特
殊
情
報
処
理
技
術
者
の
資
格
を
取

っ
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
開
発
も
理
論
を
実
践
す
る

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の

で
す
。
最
近
は
岩
手
県
や
山
口
県
の
農
業

試
験
場
と
協
力
し
て
、
農
業
に
関
わ
る
様

々
な
デ
ー
タ
を
入
れ
た
農
業
技
術
体
系
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
開
発
も
行
っ
て
い
ま
す
。
作

物
を
作
る
の
に
、
ど
ん
な
肥
料
が
必
要
で
、

ど
う
い
う
農
薬
を
使
い
、
労
働
時
間
は
ど

の
く
ら
い
か
と
い
っ
た
こ
と
を
全
部
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
農
薬
ナ
ビ
を
統
合

す
る
農
林
水
産
省
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
今

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
中
に

は
環
境
影
響
評
価
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
ト
マ
ト
を
作
る
と
二
酸
化
炭
素

が
ど
の
く
ら
い
出
る
か
と
い
っ
た
こ
と
や
、

同
じ
ト
マ
ト
で
も
無
農
薬
の
ト
マ
ト
と
法

定
基
準
内
の
農
薬
で
作
る
ト
マ
ト
は
、
経

済
的
に
は
ど
う
な
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を

判
断
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
も
農
業
が
環

境
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
の
評
価
、
意
思
決
定

の
一
つ
で
す
ね
。

都
甲　

そ
う
し
た
取
り
組
み
は
消
費
者
に

も
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

南
石　

そ
の
調
査
も
継
続
中
で
す
。
消
費

者
に
「
ど
う
い
う
生
産
流
通
段
階
か
ら
、

米
や
野
菜
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
と
思

う
か
」
と
い
う
質
問
を
す
る
と
、
や
は
り

生
産
段
階
で
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
生
産
段
階

で
安
全
を
順
守
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
が
肝
要
な
の
で
す
が
、
こ
れ
に
も
極

め
て
難
し
い
部
分
が
あ
る
の
で
す
。
今
の

農
薬
は
毒
性
も
か
な
り
低
く
な
っ
て
は
い

ま
す
が
、
野
菜
の
中
に
は
何
回
も
農
薬
を

使
用
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

リ
ス
ト
を
消
費
者
が
毎
日
見
た
い
か
と
い

う
と
疑
問
で
し
ょ
う
。
消
費
者
側
か
ら
す

る
と
、
い
ち
い
ち
詳
し
い
履
歴
が
見
た
い

の
で
は
な
く
、
農
薬
が
適
正
に
使
用
さ
れ

て
い
る
と
い
う
認
証
の
よ
う
な
も
の
で
十

「
環
食
不
二
」
と
医
食
同
源

聞き手：都甲康至教授

次世代フードシステムの理念と対象

環食不二

土壌・
水環境

残渣・廃棄物

農業

摂取・代謝 食事

作物 流通（輸入） 食品加工

食料の流通
・消費安全で持続性のある

フードシステムの確立

［食物が体内に入るまでのリスクを対象］

［食物が体内に入ってからのリスクを対象］

「環食不二」：環境と食料生産は分かち難いという筆者の造語である。 
　　　　　  これは、「健全な環境に健全な食料が育まれる」という理念を表す。
医食同源：ニュートリゲノミクスなどの発展

環境と食料生産は分かち難い
「健全な環境に健全な食料が育まれる」

医療も食事も健康維持に重要で、その源は同じ

A sound food in sound agro-environment

医食同源
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う
で
す
が
。

南
石　

科
学
の
総
合
化
は
永
遠
の
テ
ー
マ

で
す
が
、
研
究
成
果
を
社
会
還
元
し
よ
う

と
す
る
と
、
そ
こ
は
避
け
て
通
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
場
合
に
よ
っ
て
は
科
学
の
定
義

自
体
も
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気

が
し
て
い
ま
す
。
科
学
が
ど
う
人
類
社
会

に
貢
献
で
き
る
の
か
が
、
今
、
問
わ
れ
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

都
甲　

融
合
に
よ
っ
て
新
し
い
生
産
者
、

新
し
い
消
費
循
環
が
で
き
る
と
い
い
で
す

ね
。
先
生
の
今
の
目
標
を
少
し
具
体
的
に

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

南
石　

私
が
九
州
大
学
に
移
っ
た
理
由
の

一
つ
で
も
あ
る
の
で
す
が
、
今
ま
で
の
研

究
は
一
応
の
成
果
を
見
た
と
思
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
の
目
標
は
理
論
化
す
る
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
理
論
化
と
は
抽
象

化
、
概
念
化
す
る
こ
と
で
す
か
ら
、
農
業

の
背
景
が
違
う
海
外
の
農
業
者
も
含
め
て

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

大
き
い
話
で
す
け
れ
ど
も
、
私
の
ア
イ
デ

ア
や
シ
ス
テ
ム
が
将
来
海
外
で
も
活
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
な
と
い
う
夢
が

あ
り
ま
す
。
新
し
い
理
論
、
新
し
い
考
え

方
を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
は
教

育
、
人
材
育
成
の
重
要
性
も
痛
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ソ
フ
ト
も
か
な
り
頑
張

っ
て
使
い
や
す
く
設
計
し
て
い
る
の
で
す

が
、
や
は
り
最
低
限
の
知
識
は
必
要
で
す

ね
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
重
要
な
要
素
は

ビ
ジ
ョ
ン
。
先
生
の
ご
専
門
で
あ
る
デ
ザ

イ
ン
に
も
関
係
す
る
と
思
う
の
で
す
け
れ

ど
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
と
デ
ザ
イ
ン
は

で
き
ま
せ
ん
。
制
度
設
計
も
含
め
て
、
日

本
の
農
業
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
と
い

う
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

都
甲　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、

最
後
に
若
い
人
材
た
ち
に
向
け
て
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

南
石　

私
は
大
学
院
進
学
後
、
恩
師
の
推

薦
を
得
て
、
当
時
の
文
部
省
学
生
国
際
交

流
制
度
で
米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
一
年
間

留
学
し
ま
し
た
。
家
業
の
農
業
を
継
ぐ
つ

も
り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
留
学
時
代
に
貴

重
な
経
験
を
積
み
、
研
究
者
を
志
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
留
学
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
留
学

先
で
の
体
験
と
人
と
の
出
会
い
は
、
時
に

人
生
観
を
塗
り
替
え
る
よ
う
な
影
響
力
を

は
ら
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

の
で
す
。
食
を
育
て
る
土
地
や
水
が
汚
染

さ
れ
て
い
た
ら
、
農
薬
の
使
い
方
が
正
し

く
て
も
作
物
が
汚
染
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

食
べ
物
の
残
渣
の
処
理
も
最
後
は
環
境
に

戻
す
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
も
看
過
で
き
な

い
問
題
で
す
。
環
境
と
食
は
分
か
ち
難
く

一
つ
の
ル
ー
プ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
。
医
食
同
源
と
い
う
言
葉
と
と
も

に
、
次
世
代
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

時
の
理
念
で
す
。

都
甲　

食
の
安
全
、
安
心
を
追
求
す
る
に

は
農
学
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
分
野
を

横
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

南
石　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
農
学

で
網
羅
す
る
の
は
生
産
段
階
の
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
今
後
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
を

横
断
し
、
融
合
す
る
作
業
が
不
可
欠
で
す
。

都
甲　

学
術
的
に
は
大
き
な
壁
も
あ
り
そ

左より、南石教授と聞き手の都甲教授。

南
石 

晃
明 

教
授　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

農
業
人
の
情
報
処
理
能
力
や

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
養
成
す
る

南石晃明教授

岡
山
県
出
身
。
一
九
八
三
年
岡
山
大
学
大
学
院

農
学
研
究
科
修
士
課
程
食
料
生
産
管
理
学
専
攻

修
了
。
一
九
九
〇
年
農
学
博
士
（
京
都
大
学
）
。

一
九
八
三
年
農
林
水
産
省
入
省
。
農
業
研
究
セ

ン
タ
ー
等
に
お
い
て
経
営
管
理
・
農
業
計
画
等

に
関
す
る
研
究
に
従
事
し
一
九
九
六
年
か
ら
研

究
室
長
。
二
〇
〇
三
年
、
国
立
研
究
機
関
組
織

再
編
に
よ
り
独
立
行
政
法
人
農
業
・
食
品
産
業

技
術
総
合
研
究
機
構
研
究
チ
ー
ム
長
。
二
〇
〇

七
年
四
月
か
ら
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院

教
授
、
現
在
に
至
る
。
専
門
は
農
業
経
営
学
。
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Welcome to 

　　ITO Campus

　

本
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
十
五
年
四
月
に
十
年
時
限

で
発
足
し
た
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
で
、
九
州
大
学
の

超
伝
導
関
連
教
育
研
究
施
設
と
し
て
は
第
三
世
代
に
な
る
。

平
成
十
八
年
度
の
伊
都
へ
の
移
転
以
降
、
図
１
に
示
す
Ｃ

Ｅ
50
南
棟
と
Ｃ
Ｅ
51
北
棟
の
二
棟
構
成
で
再
出
発
し
て
い

る
。
今
回
は
、
最
新
の
超
伝
導
線
材
・
薄
膜
材
料
の
超
伝

導
特
性
を
観
測
す
る
最
先
端
の
評
価
装
置
を
中
心
に
施
設

紹
介
す
る
。
本
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
材
料
特
性
の
評
価

・
改
善
に
関
す
る
研
究
成
果
に
基
づ
い
て
、
超
伝
導
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
や
情
報
・
医
療
分
野
へ
の
応
用
を

目
指
し
た
教
育
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

超伝導システム科学
研究センター

図１　超伝導システム科学研究センター外観

超
伝
導

シ
ス
テ
ム
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
施
設
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
探
訪

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
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超
伝
導
材
料
や
超
伝
導
装
置
の
特
性
解
明
の
実
験
に
は
、
液
体
ヘ
リ
ウ
ム

や
液
体
窒
素
な
ど
の
寒
剤
、
あ
る
い
は
幅
広
い
温
度
領
域
で
温
度
設
定
で
き

る
冷
凍
設
備
が
欠
か
せ
な
い
。
図
２
に
示
す
冷
凍
機
端
末
（1.5 kW

, 20 K 
‒ 70 K

）
（
手
前
）
と
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
容
器
（
２
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
）
（
後

方
）
は
、
隣
接
す
る
低
温
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
60
）
の
ヘ
リ
ウ
ム

液
化
冷
凍
機
に
大
型
ヘ
リ
ウ
ム

移
送
管
に
よ
り
直
結
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
冷
凍
の
た
め

の
圧
送
低
温
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
の

温
度
制
御
及
び
液
体
ヘ
リ
ウ
ム

の
貯
蔵
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
。

Welcome to ITO Campus

図２　超伝導装置冷凍装置と液体ヘリウム容器

　

各
種
の
超
伝
導
線
材
・
導
体
の
実
用
環
境
下

で
の
交
流
損
失
を
国
際
標
準
化
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
コ
イ
ル
法
に
よ
り
高
精
度

に
測
定
し
、
低
損
失
化
の
た
め
の
方
策
を
線
材

製
造
工
程
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
高
性
能
線

材
開
発
を
支
援
し
て
い
る
。
図
４
は
、
冷
凍
機

冷
却
計
測
用
ク
ラ
イ
オ
ス
タ
ッ
ト
、
デ
ー
タ
処

理
装
置
な
ど
の
計
測
シ
ス
テ
ム
の
全
景
で
あ
る
。

ま
た
、
線
材
の
断
面
形
状
や
使
用
環
境
に
即
し

て
考
案
し
た
鞍
型
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
コ
イ
ル
の
概

略
図
も
示
し
て
い
る
。
線
材
・
導
体
の
性
能
評

価
に
基
づ
い
て
、
次
世
代
線
材
の
電
力
機
器
応

用
に
向
け
た
開
発
研
究
を
支
援
し
て
い
る
。

図４　超伝導線材・導体交流損失計測システム

超
伝
導
装
置
冷
凍
機
端
末
と
液
体
ヘ
リ
ウ
ム
容
器

交
流
損
失
計
測
シ
ス
テ
ム

　

高
磁
界
型
低
温
レ
ー
ザ
顕
微
鏡
シ
ス
テ
ム
（
図

３
左
）
は
、
実
用
環
境
に
近
い
高
磁
界
下
で
、
次

世
代
線
材
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
る
高
温
超
伝

導
（
Ｙ
Ｂ
ａ
Ｃ
ｕ
Ｏ
な
ど
）
テ
ー
プ
線
の
損
失
を

可
視
化
す
る
た
め
の
も
の
で
、
世
界
に
先
駆
け
て

線
材
内
の
損
失
可
視
化
を
数
ミ
ク
ロ
ン
の
空
間
分

解
能
で
観
測
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
（
超
伝
導
量
子
干
渉
素
子
）
を
用
い

た
高
感
度
磁
気
測
定
シ
ス
テ
ム
と
し
て
世
界
標
準

と
な
っ
て
い
る
カ
ン
タ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
社
の
Ｍ

Ｐ
Ｍ
Ｓ
（M

agnetic Property M
easurem

ent 
System

、
図
３
右
）
を
有
し
て
お
り
、
各
種
材

料
の
磁
化
特
性
評
価
を
行
っ
て
い
る
。

図３　最先端超伝導基礎特性評価装置

　

レ
ー
ザ
蒸
着
法
を
用
い
た
高
品
質
な
高
温
超

伝
導
（
Ｙ
Ｂ
ａ
Ｃ
ｕ
Ｏ
）
薄
膜
を
作
製
し
て
い

る
。
図
５
は
装
置
の
外
観
と
電
極
部
プ
ル
ー
ム

プ
ラ
ズ
マ
の
一
例
で
あ
る
。
本
装
置
を
用
い
て
、

ナ
ノ
構
造
の
人
工
ピ
ン
を
導
入
し
た
電
力
用
の

高
品
質
薄
膜
を
開
発
し
、
電
流
輸
送
特
性
を
大

幅
に
改
善
す
る
事
に
成
功
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
装
置
に
よ
り
Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
と
呼
ば
れ
る
高
感

度
な
磁
気
セ
ン
サ
を
作
製
し
、
こ
れ
を
用
い
た

磁
気
的
な
免
疫
検
査
装
置
等
の
高
感
度
な
バ
イ

オ
セ
ン
サ
シ
ス
テ
ム
を
世
界
に
先
駆
け
て
開
発

し
、
そ
の
有
効
性
を
実
証
し
て
い
る
。

図５　SQUIDセンサ製造システム

最
先
端
線
材
特
性
評
価
装
置

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ｉ
Ｄ
磁
気
セ
ン
サ
製
造
装
置

伊都キャンパス施設探訪

CE50CE5005CE50

（
文
責
：
シ
ス
テ
ム
情
報
科
学
研
究
院
超
伝
導
科
学
部
門

教
授

船
木
和
夫
）

5CE51
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知
の
新
世
紀
を
拓
く
〜
九
州
大
学
百
周
年
記
念
事
業
〜

　

九
州
大
学
は
、
創
立
以
来
、
我
が
国
の
発
展
を
支
え
る
人
材
の
育
成
や
、
社
会
貢
献
、
国
際
貢
献
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

二
〇
一
一
年
に
、
百
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
発
展
・
飛
躍
す
べ
く
、
新
し
い
知
の
創
造
拠
点
の
構
築
を
目
指
す

と
と
も
に
、
知
の
ア
ジ
ア
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
先
導
し
、
人
類
の
未
来
を
切
り
拓
く
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
を
大
き
な
目

標
と
し
て
、
様
々
な
記
念
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
動
き
出
し
て
い
る
百
周
年
記
念
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

百
周
年
記
念
事
業
を
進
め
て
い
く
上
で
の

象
徴
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
あ
る
「
知
の
新
世
紀
を
拓
く
」
を

テ
ー
マ
に
、
未
来
へ
の
無
限
大
の
可
能
性
と

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
知
」
の
象
徴
と
し
て
の
知
恵
の
輪
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、
知
恵

の
輪
を
構
成
す
る
パ
ー
ツ
が
「
100
」
を
連
想

さ
せ
る
形
に
並
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

見
た
三
次
元
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出

し
ま
す
。
絡
み
合
っ
た
輪
が
象
徴
す
る
困
難

な
課
題
を
解
決
に
導
く
多
様
な
知
性
が
、
動

的
な
知
恵
の
輪
の
造
形
に
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

空
間
の
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
現
れ
る

メ
タ
リ
ッ
ク
な
二
つ
の
輪
は
「
∞
（
無
限

大
）
」
の
可
能
性
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
、
中
央

の
九
州
大
学
カ
ラ
ー
の
輪
は
、
変
化
す
る
多

様
な
「
知
」
の
可
能
性
を
つ
な
ぎ
、
新
た
な

知
を
生
み
出
す
媒
介
者
と
し
て
の
役
割
を
象

徴
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
今
後
、
記
念
事

業
と
し
て
展
開
さ
れ
る
様
々
な
媒
体
や
イ
ベ

ン
ト
等
に
お
い
て
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

募
金
の
お
願
い

●お問い合せ先

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
し
て
い
く

た
め
に
、
基
金
を
創
設
し
て
、
学
内

の
教
職
員
は
も
と
よ
り
、
広
く
産
業

界
並
び
に
卒
業
生
、
在
学
生
の
保
護

者
の
皆
様
、
本
学
を
ご
退
職
さ
れ
た

方
々
に
も
ご
寄
付
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。　

　

な
お
、
百
周
年
記
念
事
業
募
金
に

つ
い
て
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://100th.jim
u.kyushu-u.

ac.jp/

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

〒812-8581　
福岡県福岡市東区箱崎6-10-1
電話　092-642-7397・7398
FAX　092-642-2113
E-mail  100thinfo@kyushu-u.ac.jp

九州大学百周年記念事業推進室

１．教育研究環境の整備充実を図るための九州大学基金の創設　　　

２．生涯学習時代に対応する社会人等の受入れ推進事業

３．産学連携・地域連携等推進事業

４．国際交流推進事業

５．九州大学百年史の編纂と記念式典・記念シンポジウム等の開催

九州大学百周年記念事業
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21世紀プログラム　４年

交換留学先 ロンドン大学
Th e School Of Oriental and African Studies 

イギリス

　

二
〇
〇
六
年
の
夏
。
当
時
、
開
発
学
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
私
は
、
「
開

発
学
の
盛
ん
な
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
に
行
く
し
か
な
い
や
ろ
ー
」
と
一
念
発
起
。

紆
余
曲
折
は
あ
り
ま
し
た
が
、
翌
年
か
ら
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
学

院
（
以
下
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
に
留
学
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
英
語
の
授
業
と
平
行
し
て
開
発
学
、
国
際
関
係
学
、
国
際
政

治
経
済
学
、
人
類
学
の
授
業
を
履
修
し
ま
し
た
。
授
業
で
は
大
量
の
予
習
文

献
が
課
さ
れ
、
定
期
的
な
プ
レ
ゼ
ン
な
ど
で
そ
の
負
担
は
並
大
抵
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
分
日
本
で
は
得
ら
れ
な
い
英
語
の
学
術
的

な
能
力
が
身
に
付
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
は
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
各
国
ご
と
のsociety

（
サ
ー
ク

ル
の
よ
う
な
も
の
）
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
。Japan S

ociety

で
日
本
に

関
心
の
あ
る
学
生
と
交
流
し
た
り
、Palestine society

が
主
催
し
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
上
映
会
に
参
加
し
た
り
と
、
学
外
で
も
多
く
の
刺
激

的
な
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
留
学
の
大
き
な
魅
力
は
、
世
界
有
数
の
大
都
市
、
ロ
ン

ド
ン
で
の
生
活
を
満
喫
で
き
る
と
い
う
点
で
す
。
文
学
、
ア
ー
ト
、
音
楽
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
サ
ッ
カ
ー
…
。
ロ
ン
ド
ン
は
教
養
の
守
備
範
囲
が
広
い
ほ

ど
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
街
で
す
。
私
は
暇
な
週
末
は
美
術
館
を
散
策
し
、

パ
ブ
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
サ
ッ
カ
ー
観
戦
を
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

他
に
も
長
期
休
み
に
は
ア
フ
リ
カ
で
貧
乏
旅
行
を
す
る
な
ど
、
留
学
生
活
を

通
し
て
様
々
な
得
が
た
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
是

非
、
交
換
留
学
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大
学
情
報

　

ロ
ン
ド
ン
大
学
は

そ
れ
ぞ
れ
の
カ
レ
ッ

ジ
が
独
立
し
た
大
学

と
し
て
機
能
し
て
お

り
、
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｓ
は
そ

の
う
ち
の
一
つ
の
カ

レ
ッ
ジ
で
す
。
名
前

の
通
り
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
の
研
究
に
特

化
し
た
非
常
に
ユ
ニ

ー
ク
な
人
文
・
社
会

科
学
系
の
大
学
で
、

地
域
研
究
で
は
イ
ギ
リ
ス
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
あ
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
大
学
の
特
色
か
ら
、

Ｅ
Ｕ
圏
外
か
ら
の
学
生
が
全
体
の
三
十
％
を
越
え
て

い
ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
あ
る
意
味
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
大
学
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
非
常
に
オ
ル
タ
ー
ナ

テ
ィ
ブ
な
視
点
を
重
ん
じ
る
雰
囲
気
が
あ
る
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
の
民
主
化

運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
有
名
な
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・

ス
ー
チ
ー
さ
ん
も
、
か
つ
て
研
究
生
と
し
て
在
籍
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
はR

u
sse
ll S
q
u
are

キ
ャ
ン
パ
ス

とV
e
rn
o
n
 S
q
u
are

キ
ャ
ン
パ
ス
の
二
つ
を
有
し

て
お
り
、
二
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
間
は
徒
歩
で
二
十
分

程
度
で
す
。
ど
ち
ら
も
ロ
ン
ド
ン
の
中
心
街
に
位
置

し
て
お
り
、R

u
sse
ll S
q
u
are

キ
ャ
ン
パ
ス
の
す

ぐ
裏
に
は
大
英
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。

根津  弥 ねつ　わたる

交換留学について詳しく知りたい方は、「九大生のための海外留学情報」(http://www.isc.kyushu-u.ac.jp/intlweb/study/) 

をご覧ください。過去の交換留学生による報告書も大学毎にたくさん掲載しています。

九大生が案内する

世界のキャンパス
T

he School O
f O

riental and A
frican Studies

キャンパスの入り口にて

New Year Day の花火を見に行ったテムズ川にて。右から２番目が著者。



九
大
フ
ィ
ル
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
演
奏
！

　

平
成
二
十
年
十
一
月
三
十
日
（
日
）
、
日

本
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
外
交
関
係
樹
立
五
十
五

周
年
を
記
念
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ

ン
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
大
学
留

学
フ
ェ
ア 

ｉ
ｎ 

カ
ン
ボ
ジ
ア
」
に
九
州
大

学
も
参
加
し
、
学
生
参
加
者
と
し
て
九
大
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
ら
四
名

が
同
行
し
、
フ
ェ
ア
の
最
後
に
特
別
演
奏
を

行
い
ま
し
た
。

　

演
奏
に
先
立
ち
、
工
学
部
三
年
の
肥
塚
さ

ん
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
地
語
で
あ
る
ク
メ
ー

ル
語
を
交
え
て
挨
拶
を
行
う
と
会
場
は
暖
か

い
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
演
奏
で
は
弦
楽

四
重
奏
で
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
を
披
露
し
、

曲
が
終
わ
る
た
び
に
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
営
テ
レ

ビ
及
び
民
放
テ
レ
ビ
が
取
材
に
来
て
お
り
、

演
奏
の
模
様
を
撮
影
し
て
い
ま
し
た
。　

　

今
回
の
留
学
フ
ェ
ア
は
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
主
催
し
、
王

立
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
内
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
日
本

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日

本
か
ら
は
早
稲
田
大
学
を
は
じ
め
十
大
学
が

参
加
し
、
当
日
の
フ
ェ
ア
参
加
者
は
五
〇
〇

名
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

留学フェアで現地学生と交流 演奏の模様

　

平
成
二
十
年
十
二
月
十
日
（
水
）
、
都
内
の
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
「
九
州
大
学
・
北
海

道
大
学
合
同
活
動
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
会
は
、
日
本
の
北
と
南
に
位
置
し
、
先
端

的
な
教
育
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い
る
両
大
学
の
姿

を
広
く
社
会
に
ご
理
解
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

四
回
目
と
な
る
今
回
は
、
地
球
的
規
模
の
課
題

で
あ
る
環
境
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
「E

co
lo
g
y 

In
n
o
vatio

n

　
北
か
ら
南
か
ら
環
境
問
題
を
考
え
る
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　

合
同
活
動
報
告
会
で
は
、
両
大
学
の
理
事
か
ら
研

究
活
動
を
中
心
と
し
た
近
年
の
取
組
に
つ
い
て
の
紹

介
や
、
最
先
端
研
究
紹
介
と
し
て
、
山
木
準
一
教

授
（
総
合
理
工
学
府
）
が
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
安
全
性
」
と
題
し
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

報
告
会
の
後
半
で
は
永
島
英
夫
教
授
（
先
導
物
質
化

学
研
究
所
）
、
島
谷
幸
宏
教
授
（
工
学
研
究
院
）
が

参
加
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
環
境
問
題

へ
の
新
た
な
る
挑
戦
」
を
実
施
し
、
活
発
な
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
二
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
参

加
者
は
北
と
南
の
教
育
研
究
拠
点
で
あ
る
北
海
道
大

学
と
九
州
大
学
の
先
端
的
な
研
究
教
育
活
動
の
成
果

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
大
・
北
大
に
よ
る
下
記
の
合
同
セ
ミ
ナ

ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

九
州
大
学
・
北
海
道
大
学
合
同
活
動
報
告
会
を
開
催

平成21年2月13日（金）17:30～
東京ミッドタウン  カンファレンス Room9
ミッドタウンタワー 4階
（東京都港区赤坂9-7-1）

第２回「九大・北大　
合同フロンティア・セミナー」
テーマ「観光による地域マネジメント」
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ユ
ー
ザ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
機
構
（
Ｕ
Ｓ
Ｉ
）

の
子
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
宰
す
る

「
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

知
的
資
源
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ (Intellectual

R
esource Initiative) 

が
主
催
す
るLibrary 

of the Year 2
0
0
8
 

に
お
い
て
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
優
秀
賞
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の

公
共
図
書
館
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
先
進

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
機
関
に
対
し
、

毎
年
授
与
し
て
い
る
も
の
で
す
。

「
絵
本
カ
ー
ニ
バ
ル
」
は
、
目
黒
実
特
任

教
授
と
人
間
環
境
学
研
究
院
の
南
博
文
教

授
が
中
心
と
な
り
、
絵
本
の
持
つ
力
を
最

大
限
に
引
き
出
す
空
間
と
デ
ザ
イ
ン
を
用

意
し
、
子
ど
も
と
大
人
が
、
と
も
に
共
有

で
き
る
居
場
所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
「
広
域
的
な
巡
回
図
書

館
活
動
と
美
術
館
等
各
種
機
関
と
の
連
携

を
通
じ
た
幅
広
い
活
動
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
や
地
域
を
育
む
「
種
」
と
な
る
図
書
館

の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
」
と
、
全
国
各

地
で
の
実
施
や
九
州
大
学
病
院
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
で
の
毎
月
の
実
施
な
ど
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｉ
の
子
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

こ
れ
ま
で
、
実
践
子
ど
も
学
の
構
築
、
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、
な
ど
の
子
ど
も

に
関
わ
る
先
駆
的
な
活
動
を
行
っ
て
き
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
も
、
「
子
ど
も
と
と
も

に
デ
ザ
イ
ン
展
」
、
「
子
ど
も
た
ち
の
移

動
祝
祭
日
展
」
な
ど
に
よ
り
、
二
〇
〇
六

年
、
二
〇
〇
七
年
と
続
け
て
、
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
「
新
領
域
デ
ザ
イ
ン
部
門
」
を

受
賞
し
て
お
り
、
そ
の
活
動
が
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ザ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
機
構
の

子
ど
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

Lib
rary o

f th
e Year 2

0
0
8
 

優
秀
賞
を
受
賞

第７回アジア学長会議の参加者

　

平
成
二
十
年
十
一
月
十
三
日
（
木
）
・

十
四
日
（
金
）
、
台
湾
大
学
（
台
湾
：
台

北
市
）
で
第
七
回
ア
ジ
ア
学
長
会
議
が
、

十
カ
国
二
十
一
大
学
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
学
長
会
議
は
、
ア
ジ
ア
の
有
力

大
学
の
学
長
が
相
互
に
信
頼
関
係
を
醸
成

し
、
新
た
な
研
究
者
交
流
や
創
出
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
九
州
大
学
が
提

唱
し
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
か
ら
始
ま
っ

た
国
際
会
議
で
、
今
回
は
九
州
大
学
か
ら
、

有
川
節
夫
総
長
、
水
田
祥
代
理
事
、
緒
方

一
夫
教
授
（
熱
帯
農
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

ほ
か
、
関
係
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

会
議
は
、
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
、
一
日
目
は
、
主
催
大
学
の
台
湾
大
学

S
i-C
hen Lee

学
長
の
挨
拶
と
、
有
川
総

長
の
基
調
演
説
で
始
ま
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
開
催
し
た
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
水
田
理
事
が
「Inno

vatio
n and

 F
uture 

C
halleng

es o
f K
yushu U

niversity

」
と
題
し
て
本
学
の
取
り
組
み
状
況
を
報

告
し
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行
役
を
務
め
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
午
前
中
に
二
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
の
若

手
研
究
者
の
研
究
奨
励
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
「
若
手
研
究
者
優
秀
賞
」
の
授

賞
式
が
行
わ
れ
た
後
、
有
川
総
長
と
Ｌ
ｅ
ｅ
学
長
の
挨
拶
で
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
学
と
長
い
交
流
の
歴
史
を
持
つ
台
湾
大
学
は
創
立
八
十
周
年
を
迎
え
、

十
五
日
（
土
）
に
は
同
大
学
の
八
十
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
前
夜
祭
で

は
、
有
川
総
長
が
招
待
大
学
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

第
七
回
ア
ジ
ア
学
長
会
議
が
台
湾
大
学
で
開
催
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こ
こ
ろ
の
風
景　
一
枚
の
写
真
か
ら　

競
争
培
っ
た
「
個
人
力
」　

ナ
ノ
テ
ク
時
代
開
い
た
九
州
大
特
任
教
授　

新
海
征
治
さ
ん

（
毎
日 

10
／
1
）

オ
ラ
ン
ダ
の
視
察
団
が
福
岡
へ　
ゲ
ー
ム
産

業
振
興
で
連
携　

六
日
、
九
大
の
施
設
見
学

（
西
日
本 

10
／
1
、7
）

九
大
が
遠
隔
医
療
セ
ン
タ
ー　

ア
ジ
ア
拠
点
間
で
協
力

（
日
刊
工 

10
／
2
）

ア
ジ
ア
遠
隔
医
療
拠
点
施
設
を
開
設　

九
大

病
院　

「
ア
ジ
ア
遠
隔
医
療
開
発
セ
ン
タ
ー
」

（
西
日
本
、朝
日
、日
経
、宮
崎
日
日 

10
／
2
、5
）

九
大　

有
川
学
長
が
就
任　

「
自
由
か
っ
達
な
研
究
支
援
」

（
毎
日
、朝
日
、読
売
、西
日
本 

10
／
3
）　

九
大
ブ
ラ
ン
ド
の
「
九
州
大
吟
醸
」　

地
域
の
環
境
保
全
に
一
役

（
毎
日 

10
／
3
）

「
劇
場
支
配
人
」地
域
の
切
望　

九
大
大
学
院
・
プ
ロ
養
成
講
座
半
年　

藤
原
恭
司　

九
大
大
学
院
教
授

（
朝
日 

10
／
3
）

科
学
者
会
議
が
九
大
で
シ
ン
ポ　

あ
す
開
幕

（
西
日
本 

10
／
3
）

時
評　

小
説　

地
べ
た
の
言
葉　

描
く
「
昭
和
」　

松
本
常
彦　

九
州
大
学
大

学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
院
教
授

（
読
売 

10
／
3
）

科
学
技
術
振
興
調
整
費　

そ
の
成
果　

上

九
州
大
学
「
次
世
代
研
究
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」　

研
究
担
当
理
事
・
副
学
長　

村
上
敬
宜
氏

（
科
学 

10
／
3
）

郭
沫
若
研
究
者
ら
集
う　

九
大
留
学
九
十
年
記
念

（
読
売
、西
日
本 

10
／
3
、6
）

九
州
大
情
報
基
盤
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
長
に

青
柳
氏

（
西
日
本 

10
／
4
）

仕
事　

生
活　

自
分
流　

九
州
大
学
教
授

村
藤
功
さ
ん　

「
Ｍ
＆
Ａ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

秘
密
」
出
版　

Ｍ
＆
Ａ
支
援
リ
ア
ル
に

（
西
日
本 

10
／
6
）

九
大
「
伊
都
祭
」
Ｐ
Ｒ　

ネ
ッ
ト
で
動
画
配
信

（
朝
日 

10
／
6
）

足
寄
森
の
レ
ス
キ
ュ
ー
隊　

環
境
の
大
切
さ

学
ぶ　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林
等
共
催

（
十
勝
毎
日 

10
／
6
）

Ｓ
Ｉ
Ａ　

人
物
紀
行　

モ
ン
ゴ
ル
編　

上
・
中
・
下　

髙
樹
の
ぶ
子　

九
州
大
学

ア
ジ
ア
総
合
政
策
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授

（
西
日
本 

10
／
6
、7
、8
）

「
第
三
回
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
カ
フ
ェ
」

感
性
工
学
会
大
会
で
一
般
公
開　

九
州
大
学
ユ
ー
ザ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
機
構
教
授

坂
口
光
一
氏

（
日
刊
工 

10
／
7
）

冷
た
い
彗
星
内
に
「
高
温
」
物
質　

九
大
な

ど
研
究　
太
陽
系
誕
生
時
の
動
き
示
す

（
朝
日
、山
口 
10
／
7
、9
）

九
大　

目
の
難
病
に
遺
伝
子
治
療　

倫
理
委

が
計
画
承
認　
世
界
初
の
実
施
目
指
す

（
西
日
本
、読
売
、産
経
、佐
賀
、熊
本
日
日
、宮
崎
日
日
、南
日

本
、沖
縄
タ
イ
ム
ス 

10
／
8
、9
、30
）

植
物
の
世
界
を
探
訪　

九
大
博
物
館
が
来
月
二
十
九
日
講
演
会

（
朝
日 

10
／
8
）

ア
ジ
ア
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
大
賞
展　

画
像
作
品
を
募
集

（
西
日
本 

10
／
9
）

ひ
と　

今
月
発
足
し
た
運
輸
安
全
委
員
会
の

初
代
委
員
長
に
就
任
し
た
九
州
大
名
誉
教
授　

後
藤
昇
弘
さ
ん

（
西
日
本 

10
／
10
）

お
知
ら
せ　

九
州
大
学
大
学
院
薬
学
府
附
属

薬
用
植
物
園
公
開
講
座

（
朝
日 

10
／
10
）

ア
ジ
ア
株
暴
落　

欧
米
資
金
流
出
で
打
撃

丹
羽
由
一　

九
州
大
学
大
学
院
特
任
教
授

（
西
日
本 

10
／
11
）

ド
ク
タ
ー
に
聞
く　

九
州
大
学
病
院
整
形
外
科　

播
广
谷
勝
三
氏

（
西
日
本 

10
／
12
）

検
証　

県
教
委
汚
職　

口
利
き
絶
つ
倫
理
条
例
を　

斎
藤
文
男
・
九
大
名
誉
教
授
に
聞
く

（
朝
日 

10
／
12
）

ト
ラ
イ
！！
監
督
は
弁
護
士　

九
大
ラ
グ
ビ
ー
部
・
大
野
慶
樹
さ
ん

（
朝
日 

10
／
12
）

討
論　

西
日
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
十
一　

「
わ
た
し
た
ち
の
九
州
―
ふ
る
さ
と
再
生
へ

の
ヒ
ン
ト
」　

西
日
本
新
聞
・
九
州
大
学
分

権
型
社
会
論
ゼ
ミ　

九
州
全
市
町
村
長
ア
ン
ケ
ー
ト

（
西
日
本 

10
／
12
）

Ｐ
ｉ
ｎ
と　

結
婚
、
出
産
…
大
き
な
壁　

女
性
研
究
者
支
援
へ
本
腰　

九
大
な
ど
モ
デ

ル
事
業　

補
助
者
派
遣
、
情
報
交
換
の
場
も

（
西
日
本 

10
／
15
）

戦
略
創
造
研
究
に
「
情
動
」
な
ど
四
件　

科
技
振
興
機
構　

九
州
大
学
高
原
淳
教
授

（
日
経
産
業 

10
／
15
）

九
大
に
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

爆
発
事
故
教
訓
に
安
全
対
策
を
強
調

（
朝
日
、日
経
、西
日
本
、毎
日
、日
刊
工 

10
／
15
、16
）

ま
ち
か
ど　

催
し　

別
府
市　

九
州
大
学
病

院
別
府
先
進
医
療
セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座

（
大
分
合
同 

10
／
16
）

中
国
の
学
生
が
農
業
視
察　

南
石
晃
明
・
九
大
大
学
院
教
授

（
毎
日 

10
／
16
）

酸
化
亜
鉛
、
電
解
法
で
微
小
化　

九
大
と
平

昭　

液
晶
電
極
の
代
替
に　

中
島
邦
彦
教
授

（
日
刊
工 

10
／
17
）

中
国
人
民
大
学
と
共
同
教
育　

九
大
経
済
学
府

（
日
刊
工 

10
／
17
）

九
大
な
ど
三
校
と
単
位
互
換　

福
岡
工
業
大

学　
「
国
公
私
立
大
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム・
福
岡
」

（
日
刊
工 
10
／
17
）

さ
せ
ぼ
ス
タ
ン
プ
コ
ン
テ
ス
ト　

最
優
秀
に
九
州
大
職
員
伊
東
和
彦
さ
ん

（
西
日
本 

10
／
18
）

音
楽
評　

「
歌
の
美
し
さ
」
を
前
面
に　

西
日
本
オ
ペ
ラ
協
会　
コ
ン
セ
ー
ル
・
ピ
エ
ー

ル　

「
コ
シ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
」　

中
村
滋
延
・
九
州
大
学
大
学
院
教
授

（
西
日
本 

10
／
18
）

開
か
れ
た
法
曹
へ
の
道　

法
科
大
学
院　

九
州
大
学
法
科
大
学
院

（
西
日
本 

10
／
18
）

緑
あ
ふ
れ
る
美
し
い
都
市
・
福
岡
を
め
ざ
す　

福
岡
市
の
新
「
緑
の
基
本
計
画
」
策
定
に
向

け
て　

九
州
大
学
大
学
院
教
授　

佐
藤
優
氏

（
読
売 

10
／
18
）

ド
ク
タ
ー
に
聞
く　

九
州
大
学
病
院
整
形
外

科
講
師　

中
島
康
晴
氏

（
西
日
本 

10
／
19
）

週
刊
九
州　

キ
ャ
ン
パ
ス
は
美
の
宝
庫　

巨
大
壁
画
、
肖
像
彫
刻
…
実
は
巨
匠
の
名
作

九
大
、
移
転
調
査
で
ゆ
か
り
の
品
々

（
朝
日 

10
／
19
）

大
学
の
知
恵
活
用
探
る　

地
域
づ
く
り
連
携

確
認　

唐
津
で「
産
官
学
ト
ッ
プ
サ
ミ
ッ
ト
」　

有
川
節
夫
総
長

（
佐
賀 

10
／
21
）

九
大
大
学
院
芸
術
工
学
研
究
院　

福
岡
県
福
津
市
と
共
同
研
究

（
日
刊
工 

10
／
21
）

数
学
の
面
白
さ
学
ぶ　

鹿
島
高　

九
大
教
授
が
出
前
講
義　

シ
ス
テ
ム
情
報
科

学
研
究
院　

山
下
雅
史
教
授

（
佐
賀 

10
／
22
）

Ｐ
ｉ
ｎ
と　

夏
を
変
え
た
居
座
り
前
線　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
来
年
も
？　

九
州
大
学
院
理
学
研
究
院
守
田
治
准
教
授

（
西
日
本 

10
／
22
）

通
勤
手
当
二
億
五
九
〇
二
万
円
ム
ダ　

国
立
大
な
ど
〇
六
、
〇
七
年
度

（
西
日
本
、読
売
、産
経 

10
／
23
、24
）

採
用
早
期
化　

是
正
求
め
る　

八
大
学
工
学
部
長
会
議

（
日
経
、西
日
本 

10
／
23
）

第
九
回
九
州
大
学
病
院
別
府
先
進
医
療
セ
ン

タ
ー
市
民
公
開
講
座

（
朝
日 

10
／
23
）

七
十
七
例
目
の
脳
死
判
定

（
読
売
、西
日
本 

10
／
23
）

九
大
病
院
で
の
脳
死
移
植
中
止

（
西
日
本 

10
／
23
）

謎
よ
ぶ
タ
ガ
メ　

福
岡
で
四
半
世
紀
ぶ
り
発

見　

九
大
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
へ

（
朝
日 

10
／
23
）

新
炭
素
資
源
学
第
一
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

九
州
大
学

（
日
刊
工 

10
／
24
）

「
コ
メ
で
バ
イ
オ
燃
料
生
産
を
」　

九
大
伊
東
教
授
が
講
演　

農
学
会
、
温
暖
化
対
策
シ
ン
ポ

（
科
学 

10
／
24
）

か
お　

第
二
十
二
代
九
州
大
学
総
長
に
就
任

し
た　

有
川
節
夫
さ
ん

（
南
日
本
新
聞 

10
／
25
）

教
育
力
向
上
へ
初
の
推
進
会
議　

会
長
に
梶
山
千
里
前
九
大
総
長

（
朝
日
、西
日
本 
10
／
25
、28
）

九
州
の
大
学
・
短
大
特
集
二
〇
〇
八　

個
性
き
ら
り　

九
州
大
学
大
学
院
法
学
府

公
法
・
社
会
法
学
専
攻　

朴
容
淑
さ
ん

（
西
日
本 

10
／
26
）

母
国
の
料
理
で
国
際
交
流　

二
十
六
カ
国
の

九
大
留
学
生
が
参
加　

福
岡
市

（
西
日
本 

10
／
27
）

Ｊ
Ｎ
Ｎ
九
州
沖
縄
ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

ム
ー
ブ　

「
草
原
の
国　

風
の
子
供
た
ち
〜
作
家
髙
樹

の
ぶ
子
の
見
た
モ
ン
ゴ
ル
」

（
毎
日 

10
／
27
、30
）

旧
国
鉄
の
〝
負
の
遺
産
〞
売
り
込
め　

休
眠
ト
ン
ネ
ル
を
省
エ
ネ
冷
蔵
庫
に　

食
品
貯
蔵
へ
空
調
で
低
温
化　

工
学
研
究
院　

佐
々
木
久
郎
教
授

（
西
日
本 

10
／
27
）

福
岡
市
内
の
四
大
学
連
携　

大
学
院
修
士
レ

ベ
ル
で
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

（
読
売 

10
／
28
）

先
読
め
な
い
「
市
場
主
導
」　

九
州
大
大
学

院
経
済
学
研
究
院　

丹
羽
由
一
教
授
に
聞
く

（
西
日
本 

10
／
28
）

市
長
座
談
会　

福
岡
市
長
と
語
る
緑
の
ま
ち

づ
く
り　

九
州
大
学
大
学
院
芸
術
工
学
研
究

院　

佐
藤
優
教
授

（
読
売 

10
／
28
）

コ
ー
ヒ
ー
は
糖
尿
病
予
防
効
果
あ
り
？　

メ

タ
ボ
男
性
募
集　

九
大
が
十
六
週
間
調
査
へ

（
読
売 

10
／
29
）

南
風
録　

有
川
節
夫
総
長

（
南
日
本 

10
／
29
）

レ
ー
ザ
ー　

有
川
節
夫
九
州
大
学
総
長

（
日
刊
工 

10
／
29
）

国
超
え
る
挑
戦　

福
岡
―
釜
山　

交
流
か
ら
連
携
へ　

上　

大
学
連
合　

地
域
特
徴
生
か
し
人
材
を

（
西
日
本 

10
／
29
）

あ
す
九
大
で
「
伊
都
祭
」　

今
年
の
テ
ー
マ

は
環
境　

地
域
の
特
産
品
販
売
も

（
日
刊
工
、毎
日
、西
日
本 

10
／
30
、31
）

第
六
十
七
回
西
日
本
文
化
賞　

地
域
に
大
き

な
足
跡　

二
〇
〇
八
年
度
受
賞
者
の
横
顔

（
西
日
本 

10
／
31
）

福
岡
―
釜
山
フ
ォ
ー
ラ
ム　

構
成
メ
ン
バ
ー

九
州
大
学
総
長
有
川
節
夫
氏

（
西
日
本 

10
／
31
）

聞
き
た
い　

「
憲
法
の
番
人
」
に
な
っ
た
抱

負
は　

最
高
裁
判
事　

桜
井
龍
子
さ
ん

（
西
日
本 

10
／
31
）

新
聞
で
報
道
さ
れ
た
九
州
大
学 

平
成
二
十
年
十
月
〜
十
一
月


月



九
大
で
糸
島
環
境
サ
ミ
ッ
ト　

き
ょ
う

（
読
売 
11
／
1
）

ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
テ
ー
マ　

福
岡
で
二
十

日
フ
ォ
ー
ラ
ム　
福
岡
銀
行
と
九
州
大
学

「
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
西
日
本 

11
／
1
）

福
岡
―
釜
山
フ
ォ
ー
ラ
ム　

行
政
と
民
間
「
車
の
両
輪
」
に

（
西
日
本 

11
／
2
）

秋
の
叙
勲　

県
内
百
十
八
人

（
読
売 

11
／
3
）

市
民
公
開
講
座　

あ
な
た
の「
悪
玉
」（
Ｌ
D

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？　

九
州
大
学
病
院　

澤
山
泰
典
准
教
授

（
西
日
本 

11
／
3
）

米
公
文
書
が
暴
く　

日
本
の
戦
争
能
力　

開
戦
前
夜
の
調
査　

ア
ー
カ
イ
ブ
保
存
に
一

石　

三
輪
宗
弘　

九
州
大
学
教
授

（
日
経 

11
／
4
）

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
半
導
体
開
発
拠
点
に

「
シ
ス
テ
ム
Ｌ
Ｓ
Ｉ
設
計
試
作
セ
ン
タ
ー
」

開
所
記
念　

産
学
官
の
三
氏
に
聞
く　

安
浦
寛
人
理
事
・
副
学
長

（
西
日
本 

11
／
4
）

砂
浜　

消
滅
の
恐
れ　

岡
垣
の
三
里
松
原

県
が
二
十
年
後
の
侵
食
予
測　

町
、
九
大
な
ど
と
原
因
調
査
へ

（
読
売 

11
／
4
）

弁
当
を
つ
く
る
楽
し
さ
伝
え
た
い　

地
域
で
何
が
や
れ
る
か
を
考
え
よ
う　

佐
藤
剛
史
農
学
研
究
院
助
教

（
西
日
本 

11
／
4
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置　

五
島
市
の
油
症
患
者
対
象　

九
大
病
院
診
療

セ
ン
タ
ー　

谷
尾
さ
ん
地
元
採
用

（
長
崎 

11
／
5
）

九
州
大
学　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
二
〇
〇

八　

〜
さ
よ
う
な
ら　

そ
し
て　

あ
り
が
と

う　

六
本
松
〜

（
西
日
本
、朝
日 

11
／
5
、9
）

「
ケ
ヤ
キ
」庭
石
芸
術
に　

罪
を
憎
ん
で
石
を
憎
ま
ず　

約
三
十
個
九
大
キ
ャ
ン
パ
ス
で
再
生

（
毎
日 

11
／
6
）

日
中
韓
の
「
和
」
探
る　

ネ
ッ
ト
世
代
に
高
ま
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

大
野
俊
九
州
大
ア
ジ
ア
総
合
政
策
セ
ン
タ
ー

教
授

（
朝
日 

11
／
7
）

食
べ
残
し
が
飼
料
に
な
っ
た
！　

前
原
・
怡
土
小
児
童
ら
体
験　

九
大
、
糸
島
地
区
の
実
験　

「
ア
イ
ガ
モ
が
食
べ
た
」
と
歓
声

（
毎
日 

11
／
7
）

時
評　

小
説　

「
捨
て
方
」
に
心
根
あ
ら
わ
れ　

松
本
常
彦
比
較
社
会
文
化
研
究
院
教
授

（
読
売 

11
／
7
）

九
大
六
本
松
跡
地
利
用　

住
民
意
見
聞
き
整

備
を　

福
岡
市
議
会
請
願
審
査

（
毎
日 

11
／
8
）

九
州
大
に
「
自
動
車
学
」
大
学
院　

来
年
度
設
置

（
読
売
、西
日
本
、日
経
、産
経
、佐
賀 

11
／
8
、9
）

キ
ャ
ン
パ
ス
で
森
づ
く
り　

自
然
観
察
や
竹

笛
作
り
も　

二
十
三
日
に
イ
ベ
ン
ト　

九
大

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

（
西
日
本 

11
／
8
）

音
楽
の
視
覚
化　

新
作　

音
響
と
映
像
統
合　

中
村
滋
延
芸
術
工
学
研

究
院
教
授
「
ラ
ー
マ
ヤ
ナ
」
公
演

（
読
売 

11
／
8
）

Ｐ
ｉ
ｎ
と　

九
大
祭
も
「
断
酒
」
宣
言　

時
間
限
定
販
売
案
実
ら
ず

（
西
日
本 

11
／
8
）

な
ん
し
よ
う
と　

福
博
ブ
ラ
リ
ぶ
ら　

海
面
上
昇
、
博
多
湾
を
襲
う
か
？　

下
山
正
一
理
学
研
究
院
助
教

（
西
日
本 

11
／
9
）

超
新
星　

み
ん
な
で
探
そ
う　

九
大
助
教
ら　

観
測
網
へ
の
参
加
募
集

（
朝
日 

11
／
10
）

「
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
フ
ォ
ー
ラ
ム
」　

九
州
大
学

（
日
経 

11
／
10
）

福
岡
市
都
市
景
観
賞
に
十
件　

「
九
州
大
旧
工
学
部
本
館
」（
東
区
箱
崎
）

（
読
売
、西
日
本 

11
／
11
、20
）

環
境
で
北
大
と
合
同
報
告
会　

九
州
大
学

（
日
刊
工 

11
／
11
）

「
紫
水
晶
」な
ど
六
百
点　

国
内
外
の
鉱
物
公
開　

十
五
日
、
九
大
で

（
読
売 

11
／
12
）

地
元
の
意
見
伝
え
る
場　

福
岡
市
「
Ｕ
Ｒ
に

促
す
」　

九
大
六
本
松
跡
地
利
用

（
西
日
本 

11
／
12
）

日
韓
地
域
交
流　

広
が
る
す
そ
野　

学
者　

都
市
連
携
探
る　

福
岡
・
釜
山
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ　

十
五
日
、
九
大
で

（
西
日
本 

11
／
13
）

福
岡
―
釜
山
フ
ォ
ー
ラ
ム　

第
三
回
会
合　

有
川
節
夫
総
長　

韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー

（
西
日
本 

11
／
13
）

「
水
」に
つ
い
て
考
え
よ
う　

十
五
日
シ
ン
ポ　

九
大
西
新
プ
ラ
ザ

（
西
日
本 

11
／
13
）

脳
性
マ
ヒ
支
援
訴
え
三
十
年　

東
区
・
利
光
さ
ん
夫
妻　

ほ
ぼ
毎
日
、
九
大

で　

学
生
た
ち
共
鳴
二
十
一
日
、
学
園
祭
で

講
演
会

（
読
売 

11
／
14
）

紅
葉
異
変　

桜
悲
鳴　

温
暖
化
が
直
撃

九
大
四
十
年
後
予
測

（
朝
日 

11
／
14
）

ユ
ー
ザ
ー
感
性
学
・
自
動
車
学　

九
大
に
新
大
学
院　

来
春　

文
理
枠
超
え
人
材
育
成

（
朝
日 

11
／
15
）

再
生
の
カ
ギ
は　

大
分
県
教
委
汚
職　

教
育
関
係
者
の
提
言　

採
用
試
験
は
全
国
統
一
で　

八
尾
坂
修
教
育
学
部
長

（
西
日
本 

11
／
16
）

福
岡
・
釜
山
地
域
連
携
シ
ン
ポ　

北
東
ア
ジ
ア
経
済
の
要
に　

九
州
大
学

（
西
日
本 

11
／
16
）

短
信　

九
大
病
院
総
合
診
療
部
市
民
公
開
講

座
「
ず
っ
と
す
こ
や
か
に
―
生
活
習
慣
病
の

改
善
で
健
康
長
寿
」

（
西
日
本 

11
／
17
）

不
登
校
生
の
学
校
復
帰
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
こ
ど
も
達
に
い
ま
で
き
る
こ
と
〜
家
族
・

学
校
・
関
係
機
関
の
連
携
」　

田
嶌
誠
一
人
間
環
境
学
研
究
院
教
授

（
読
売 

11
／
18
）

研
究
室
を
歩
く　

住
民
の
生
活
習
慣
病
を
分

析　

九
州
大
久
山
町
研
究
室

（
読
売 

11
／
18
）

食
シ
ョ
ッ
ク　

変
わ
る
文
化
と
習
慣　

「
あ
の
味
」
デ
ー
タ
で
残
す

（
読
売 

11
／
18
）

九
州
大
学
大
学
院
教
授　
信
友
浩
一
氏　

介
護
福
祉
士
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に

（
読
売 

11
／
18
）

唐
津
市
近
代
図
書
館　

九
大
と
本
の
貸
借
開
始　

専
門
書
な
ど
も
手
軽
に

（
佐
賀 

11
／
19
）

お
知
ら
せ　

九
大
祭
講
演
会　

「
学
祭
な
の
に
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
す
け
ど
何

か
？　

今
、
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
」

（
朝
日 

11
／
19
、20
）

教
育
の
中
身
、
成
果
を
分
か
り
や
す
く　

福
岡
か
ら
の
教
育
情
報
発
信　

地
の
世
界
的
拠
点　

人
類
の
未
来
を
切
り
拓

く　

リ
ー
ダ
ー
を
育
成　

九
州
大
学

（
朝
日 

11
／
20
）

脳
テ
ー
マ
に
語
ろ
う　

九
大
生
ら
が
カ
フ
ェ　

福
岡
で
来
月
六
日

（
朝
日 

11
／
21
）

九
州
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
第
百
三
十
七

回
定
期
演
奏
会

（
日
経 

11
／
21
）

あ
す
九
大
学
園
祭
で
慈
善
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト

「
Ｒ
ｏ
ａ
ｄ　

ｔ
ｏ　

Ｒ
ｅ
ｄ　

ｉ
ｎ　

Ｆ

ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ
」

（
西
日
本 

11
／
21
）

キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
イ
ベ
ン
ト　

九
州
大
学　

（
日
刊
工 

11
／
21
）

モ
ノ
づ
く
り
連
携
大
賞　

九
州
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

「
置
け
ば
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
エ
リ
ア
！
手
乗
り
メ

ッ
シ
ュ
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
」
の
事
業
化

（
日
刊
工 

11
／
21
）

私
も
、
産
後
う
つ
で
し
た　

昨
秋
出
産
の
記
者
体
験
記　

完
璧
マ
マ
目
指
さ
ず
、
相
談
し
て　

吉
田
敬
子
九
州
大
病
院
特
任
准
教
授

（
朝
日 

11
／
21
）

青
春
の
学
舎　

最
後
の
九
大　

来
週
移
転
の
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス

（
西
日
本
、朝
日
、読
売 

11
／
22
、23
、24
）

紙
ふ
う
せ
ん　

懐
か
し
の
献
立
で
恩
返
し

九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス　

生
協
食
堂

（
毎
日 

11
／
22
）

ナ
マ
コ
大
量
養
殖
可
能
に　

九
大　

生
殖
促
す
ホ
ル
モ
ン
精
製

（
日
経
、西
日
本
、朝
日
、産
経
、日
刊
工
、熊
本
日
日
、南
日
本
、

山
口 

11
／
22
、23
、24
、25
）

隕
石
の
有
機
物
反
応　

生
命
の
起
源
か　

「
東
京
テ
ク
ノ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
十
一
」　

奈
良
岡
浩
・
九
大
教
授
講
演

（
読
売 

11
／
23
）

イ
ン
タ
ー
セ
ッ
ク
ス　

帚
木
蓬
生
著　

自
然
に
背
い
た
医
療
の
原
罪　

九
州
大
教
授　

森
茂
太
郎

（
西
日
本 

11
／
23
）

明
日
へ　

エ
ネ
ル
ギ
ー
創
造　

風
車
に
輪　

風
を
集
め
る　

大
屋
裕
二
応
用
力
学
研
究
所
教
授

（
読
売 

11
／
25
）

人
権
教
育
命
の
限
り　

八
十
四
歳
、
三
十
五

年
目
の
講
義　

九
大
非
常
勤
講
師
・
林
さ
ん

（
西
日
本 

11
／
25
）

歯
科
医
が
治
療
費
不
正
に
値
引
き　

九
大
が
減
給
処
分

（
日
経
、朝
日
、西
日
本
、読
売
、毎
日 

11
／
26
、27
）

異
種
高
分
子　

室
温
で
構
造
入
れ
替
え　

九
大
、
新
素
材
開
発
に
道

（
日
経
産
業 

11
／
27
）

菅
野
ダ
ム
に
人
工
降
雨
を　

渇
水
対
策
で
県
企
業
局　

九
大
と
共
同
で
調
査
、
研
究

（
山
口 

11
／
27
）

あ
な
た
に
会
い
た
い　

数
学
の
詩
人

「
岡
潔
」
の
本
を
出
し
た　

髙
瀬
正
仁
数
理
学
研
究
院
准
教
授

（
西
日
本 

11
／
27
）

「
博
多
の
内
実　

宗
教
都
市
」　

中
世
・
近
世　

川
添
昭
二
・
九
大
名
誉
教
授

が
史
論
出
版

（
読
売 

11
／
28
）

知
を
地
域
へ　

九
大
の
発
展
戦
略　

-一
-

レ
ド
ッ
ク
ス
ナ
ビ
研
究
拠
点　

医
薬
農
工
と
五
企
業　

生
活
習
慣
病
に
挑
む

（
西
日
本 

11
／
28
）

周
南
潤
え　

人
工
降
雨
実
験　

県
と
九
州
大
、
来
月
か
ら
数
回　

水
不
足
解
消
に
期
待

（
朝
日 

11
／
28
）

九
州
が
拓
く
次
世
代
自
動
車
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
サ
イ
エ
ン
ス
の
展
開

塩
次
喜
代
明
経
済
学
研
究
院
教
授

（
日
経
産
業 

11
／
28
）

大
学
院
教
育
事
業
で
九
大
が
最
高
評
価

三
件

（
西
日
本 

11
／
29
）

大
学
生
増
え
街
に
も
変
化　

写
窓
〇
八　

糸
島
に
住
む　

九
大
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス

（
朝
日 

11
／
29
）

大
正
期
創
部　

九
大
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

伝
統
胸
に
熱
入
る
練
習　

き
ょ
う
南
区
で
定
期
演
奏
会

（
西
日
本 

11
／
29
）

戦
時
中
の
生
体
解
剖　

福
岡
の
医
師
が
証
言

九
大
、
生
命
倫
理
学
会
で

（
長
崎
、熊
本
日
日
、佐
賀
、宮
崎
日
日
、沖
縄
タ
イ
ム
ス 

11
／

30
）

止
ま
ら
ぬ
大
麻
汚
染　

興
味
本
位
の
使
用
や
め
て　

「
た
ば
こ
よ
り
安
全
」
に
警
鐘　

九
州
大
大
学
院
・
森
元
教
授
に
聞
く

（
南
日
本 

11
／
30
）


月
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平
成
二
十
年
十
二
月
二
日
（
火
）
、
イ
ド
リ
ス

パ
ト
ル
シ　

ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
長
が
、
吾
郷
副

学
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

イ
ド
リ
ス　

パ
ト
ル
シ　

ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学

長
ら
は
、
工
学
研
究
院
と
の
部
局
間
交
流
協
定
調

印
式
に
出
席
の
た
め
来
学
の
折
、
吾
郷
副
学
長
を

訪
れ
、
工
学
研
究
院
の
み
な
ら
ず
関
係
研
究
院
と

の
今
後
の
交
流
並
び
に
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
か
ら
の
依
頼
で
本
学
教
員
が
協
力
し
て
い
る

ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
工
学
部
整
備
事
業
に
つ
い
て

懇
談
し
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア 

ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
大
学
長

　

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日
（
金
）
、
塔
西

甫
拉
提
・
特
依
拝　

新
疆
大
学
副
学
長
ら
が
、
水

田
理
事
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

塔
西
甫
拉
提
・
特
依
拝　

新
疆
大
学
副
学
長
ら

は
、
理
学
研
究
院
と
の
部
局
間
交
流
協
定
調
印
式

に
出
席
の
た
め
来
学
の
折
、
水
田
理
事
を
訪
れ
、

大
学
間
交
流
協
定
を
見
据
え
た
理
学
研
究
院
の
み

な
ら
ず
関
係
研
究
院
と
の
交
流
に
つ
い
て
懇
談
し

ま
し
た
。

　

同
副
学
長
ら
は
、
十
二
月
二
十
七
日
に
共
同
で

開
催
さ
れ
た
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し

ま
し
た
。

中
国　

新
疆
（
し
ん
き
ょ
う
）

大
学
副
学
長

　

平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
五
日
（
木
）
、
ア
ハ
マ

ド　

カ
イ
リ
ー　

Ｅ
‐
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
学
長
就
任
予
定
）
が
、
水
田
理
事
を

表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
学
は
、
早
稲
田
大
学
と
と
も
に
Ｅ
‐
Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ

の
設
立
に
国
内
支
援
大
学
（
中
核
大
学
）
の
一
つ
と

し
て
協
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
同
事
業
の

エ
ジ
プ
ト
側
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
来
学
の
折
、

水
田
理
事
を
訪
れ
、
こ
れ
ま
で
の
協
力
お
礼
及
び
今

後
の
更
な
る
支
援
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

　

表
敬
訪
問
後
は
、
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

日
・
エ
ジ
プ
ト
科
学
技
術
大
学

（
E

－
J
U
S
T
） 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　

平
成
二
十
一
年
一
月
十
九
日
（
月
）
、
石
川
薫
ア

ラ
ブ
・
エ
ジ
プ
ト
共
和
国
駐
箚
特
命
全
権
大
使
が
、

有
川
総
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

本
学
が
、
日
・
エ
ジ
プ
ト
科
学
技
術
大
学
（
Ｅ
‐

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）
の
設
立
に
向
け
協
力
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
石
川
大
使
は
日
本
で
の
中
東
ア
フ
リ
カ
大

使
会
議
に
出
席
の
折
、
有
川
総
長
を
訪
れ
、
こ
れ
ま

で
の
協
力
お
礼
及
び
今
後
の
研
究
者
派
遣
等
へ
の
支

援
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

ア
ラ
ブ
・
エ
ジ
プ
ト
共
和
国

駐
箚
特
命
全
権
大
使
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九
州
大
学
同
窓
会
連
合
会
で
は
、
九
州
大
学
の
姿
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
同
窓
生
や
在
学
生
の
ご
家
族
の

皆
様
を
は
じ
め
、
広
く
一
般
の
方
々
に
も
「
九
大
広

報
」
の
定
期
購
読
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
定
期
購
読

は
一
年
間
六
巻
分
（
隔
月
発
行
）
三
千
円
で
お
受
け
い

た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
、
同
窓
会
連

合
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

九
大
の
最
新
情
報
は

「
九
大
広
報
」
の
定
期
購
読
で
。

　

筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
は
晩
秋
に
は
見
事
に
色
づ
き
、
桜
並
木
も
美
し
い
。
こ

の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設
時
に
発
掘
さ
れ
た
埋
蔵
文
化
財
を
、
九
大
博

物
館
が
九
州
国
立
博
物
館
に
展
示
す
る
と
い
う
の
で
行
っ
て
み
た
。
九
国
は
、
筑
紫
地
区
か

ら
は
箱
崎
へ
行
く
よ
り
近
い
。
出
土
品
の
中
に
、
木
製
の
道
具
で
粘
土
の
内
側
を
押
さ
え
外

側
か
ら
叩
い
て
作
っ
た
大
き
な
甕
が
あ
っ
た
。
内
側
で
押
さ
え
る
道
具
に
は
年
輪
型
の
模
様

が
つ
い
て
お
り
、
す
な
わ
ち
甕
の
内
側
に
も
文
様
が
刻
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
甕
の
使
用
中

何
の
役
に
も
立
た
な
い
文
様
、
そ
れ
は
あ
る
い
は
壊
れ
た
と
き
の
こ
と
を
考
え
て
意
匠
さ
れ

た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
出
土
品
の
研
究
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
と
こ
ろ
の
よ
う
で
あ
る
。
時

間
を
超
え
た
想
像
力
の
系
譜
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
。　
　
　
　
　

編
集
委
員　

教
授　
　

松
野　

健

　

長
崎
県
の
あ
る
高
校
教
師
か
ら
「
九
大
を
め
ざ
す
学
力
は
あ
る
の
に
経
済
的
理
由
で
進
学

を
た
め
ら
う
生
徒
が
い
る
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
」
と
相
談
さ
れ
た
の
は
二
年
前
。
九
州

各
地
の
、
と
く
に
県
庁
所
在
地
で
は
な
い
地
域
に
そ
う
い
う
生
徒
は
多
い
ら
し
い
。
昨
秋
の

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
状
況
は
い
っ
そ
う
悪
化
し
た
に
違
い
な
い―

―

が
、
今
の
私

に
は
、
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
を
勇
気
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
実
質
的
な
「
お
み
や
げ
」
を
高
校

へ
持
参
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
、
主
に
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
を
ね
ら
っ
て
、
赤

い
門
で
有
名
な
Ｔ
大
学
が
、
数
年
前
か
ら
九
州
で
活
発
に
動
い
て
い
る
。
奨
学
金
以
外
の

「
お
み
や
げ
」
も
、
あ
る
と
か
な
い
と
か
。　

編
集
委
員　

講
師　
　

渡
邊　

哲
司

表
紙
写
真
説
明
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